
j

〔
論
　
　
　
文
〕

「
無
情
説
法
」
「
異
類
中
行
」
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
U
・
P
）
に
つ
い
て

　矢

量谷
二

谷慈

芭國|

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
、
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
U
・
P
）
と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
近
代
社
会
と
い
う
、
人
類
社
会
が
も
つ
に
至
っ
た
未
解
決
の
大
問
題
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
U
・
P
と

は
「
人
間
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、
精
神
と
身
体
を
二
元
論
的
に
分
割
し
て
取
り
扱
う
思
考
、
体
験
様
式
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の

関
係
を
一
体
連
続
、
あ
る
い
は
弁
証
法
的
な
相
互
内
在
、
相
互
侵
透
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
取
り
扱
う
思
考
、
体
験
様
式

の
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
U
・
P
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
近
代
社
会
と
は
、
人
間
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、
精
神
と
身
体
の
実
体

論
的
二
元
分
割
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
の
前
者
が
後
者
を
支
配
す
る
あ
り
方
が
、
人
類
史
上
最
も
極
端
に
ま
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
社

会
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
私
は
U
・
P
、
の
種
々
相
に
つ
い
て
、
環
節
分
化
的
な
未
開
社
会
に
お
け
る
「
原
初
的
U
・
P
」
「
子
供
の
思
考
体
験
様
式
の

－234－
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中
に
見
い
出
せ
る
、
も
う
一
つ
の
原
初
的
か
つ
超
歴
史
的
U
・
P
」
「
枢
軸
時
代
の
カ
リ
ス
マ
た
ち
が
提
示
し
た
、
リ
フ
ァ
イ
ン

さ
れ
た
U
・
P
」
層
分
化
的
古
代
中
世
社
会
が
作
り
あ
げ
、
制
度
化
、
体
制
化
し
て
い
っ
た
「
カ
リ
ス
マ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
化
の
も

と
で
成
立
す
る
伝
統
的
諸
社
会
の
も
つ
U
・
P
」
機
能
分
化
的
近
代
社
会
の
資
本
主
義
化
さ
れ
た
日
常
生
活
と
物
心
二
元
論
に
も

と
づ
く
科
学
的
思
考
の
世
界
以
外
の
、
「
芸
術
、
宗
教
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
中
で
一
時
的
、
部

分
的
に
成
立
す
る
U
・
P
」
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
U
・
P
の
類
型
の
中
で
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
シ
ャ
カ
の
教
え
に
発
し
、
中
国
、
朝
鮮
を
へ
て
日
本
に
伝

わ
っ
た
大
乗
仏
教
の
伝
統
の
中
の
、
中
国
唐
代
の
禅
文
献
の
中
に
見
出
さ
れ
る
、
「
無
情
説
法
（
人
間
以
外
の
植
物
や
無
生
物
た
ち
も

仏
の
教
え
を
説
い
て
い
る
）
」
と
「
異
類
中
行
（
仏
の
衆
生
無
辺
誓
願
度
、
一
切
の
衆
生
を
救
済
せ
ず
に
は
止
ま
な
い
と
い
う
慈
悲
の
本
願
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
人
間
か
ら
す
る
と
異
類
で
あ
る
牛
馬
、
畜
生
の
中
に
入
っ
て
で
も
人
の
た
め
に
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
）
」
と
い
う
言
説
　
　
一

を
と
り
あ
げ
、
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
欧
近
代
が
自
ら
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
自
前
で
作
り
出
し
た
と
さ
れ
る
、
　
　
2
3
3

「
ラ
デ
ィ
カ
ル
ー
エ
コ
ロ
ジ
止
か
を
軽
々
と
超
え
て
い
く
、
東
洋
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
の
極
北
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
大
乗
　
　
一

仏
教
の
も
つ
U
・
P
の
立
場
を
端
的
に
示
し
て
い
る
思
考
体
験
様
式
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
無
情
説
法
や
異
類
中
行
の
考
え
方
は
、
中
国
古
代
哲
学
の
「
天
地
万
物
一
体
同
根
」
や
仏
教
哲
学
の
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」

の
思
想
、
そ
れ
ら
の
日
本
的
展
開
で
あ
り
、
「
能
文
学
」
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
「
草
木
国
上
悉
皆
成
仏
」
の
思
想
と
不
可
分

に
結
び
つ
い
て
い
る
、
「
東
洋
的
な
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
U
・
P
の
、
唐
代
禅
仏
教
に
お
け
る
表
現
」
と
言
い
う
る
も
の
な
の
で

あ
る
。

　
わ
ざ
わ
ざ
旧
く
さ
い
唐
代
の
禅
文
献
『
祖
堂
集
』
や
『
趙
州
録
』
を
も
ち
出
し
て
、
U
・
P
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
す
る
私
の

問
題
意
識
は
地
球
生
態
系
を
破
壊
し
続
け
な
が
ら
、
自
ら
に
代
わ
る
新
し
い
モ
デ
ル
を
提
示
で
き
て
い
な
い
、
二
十
一
世
紀
初
頭

の
近
代
資
本
主
義
社
会
を
生
き
て
い
る
我
々
が
、
自
前
の
解
決
策
を
見
出
す
た
め
に
は
、
自
ら
の
足
元
に
あ
る
、
東
洋
の
伝
統
を
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見
直
す
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
有
限
な
惑
星
で
あ
る
地
球
上
で
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
、
生
き
も
の

の
一
員
と
し
て
の
原
点
に
も
ど
っ
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
源
泉
で
あ
る
東
洋
思
想
の
伝
統
を
、
現
代
的
視
点
か
ら
見

直
し
考
え
直
す
広
範
な
作
業
の
一
端
を
に
な
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
一
章
　
無
情
説
法
と
U
・
P

　
「
無
情
説
法
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
『
祖
堂
集
』
巻
第
三
、
南
陽
慧
忠
の
章
に
収
め
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
問
答
の
中
で
展
開

さ
れ
て
い
る
。
『
祖
堂
集
』
と
は
、
祖
師
た
ち
の
堂
奥
を
集
め
る
意
で
あ
っ
て
、
中
国
五
代
南
唐
の
保
大
壬
子
の
歳
（
九
五
二
年
）

泉
州
招
慶
寺
で
、
寺
主
で
あ
る
浄
修
禅
師
文
信
の
序
を
附
し
て
成
立
し
た
、
最
も
古
い
禅
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。
唐
代
に
成
立
し

た
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
韓
国
慶
尚
南
道
海
印
寺
蔵
『
高
麗
版
大
蔵
経
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
が
永
く
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
柳
田
聖
山
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
禅
文
献
研
究
の
中
で
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
著
作
で
あ
る
。

第
一
節
　
無
情
説
法
の
ノ
エ
シ
ス
と
ノ
エ
マ

　
『
祖
堂
集
』
巻
第
三
、
南
陽
慧
忠
（
－
七
七
五
年
）
の
章
に
以
下
の
問
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
南
陽
張
故
問
、
某
甲
聞
有
無
情
説
法
末
諦
其
事
、
乞
師
指
示
。
師
曰
、
無
常
説
法
汝
若
聞
時
方
聞
無
情
説
法
、
縁
他
無

　
　
情
始
得
聞
我
説
法
、
汝
但
問
取
無
情
説
法
去
。
張
故
曰
、
只
如
今
約
有
情
方
便
之
中
如
何
是
無
情
因
縁
。
師
日
、
但
如

　
　
今
於
一
切
動
用
之
中
施
為
、
但
凡
聖
両
流
都
無
小
分
起
滅
、
便
是
出
識
、
不
属
有
情
。
熾
然
見
覚
只
是
無
其
繁
執
所
、

　
　
以
六
根
対
色
分
別
非
識
。
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矢
谷
訳

　
　
　
南
陽
の
張
流
が
聞
く
。
私
は
無
情
説
法
と
い
ヽ
う
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
か
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
な

　
　
の
か
ま
だ
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
御
教
え
下
さ
い
。

　
　
　
師
（
慧
忠
）
が
言
う
。
「
無
情
説
法
は
も
し
汝
が
そ
れ
を
聞
い
た
時
、
正
に
無
情
説
法
を
聞
く
の
だ
。
そ
の
よ
う
に
無
情

　
　
と
関
わ
っ
た
時
初
め
て
汝
は
私
の
説
法
を
ち
ゃ
ん
と
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
汝
は
た
だ
無
情
説
法
を
聞
き
取
り
さ
え
す
れ
ば

　
　
よ
い
の
だ
。

　
　
　
張
流
。
「
た
っ
た
い
ま
で
、
有
情
の
（
私
に
対
す
る
）
方
便
の
中
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
、
無
情
の
因
縁
な
の

　
　
で
し
ょ
う
か
。
」

　
　
　
師
。
「
た
だ
人
間
か
こ
こ
い
ま
で
、
　
一
切
の
動
き
や
働
き
の
中
で
ふ
る
ま
う
と
き
に
、
凡
人
で
あ
れ
聖
人
で
あ
れ
チ
ラ
ッ
　
　
一

　
　
と
で
も
意
識
を
起
滅
さ
せ
な
い
こ
と
が
「
意
識
を
出
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
ふ
る
ま
い
は
、
有
　
　
2
3
1

　
　
情
（
と
し
て
の
通
常
の
人
間
の
意
識
の
働
き
）
に
属
さ
な
い
の
だ
。
熾
然
と
し
て
（
は
げ
し
く
）
見
聞
し
覚
知
し
な
が
ら
、
そ
れ
　
　
一

　
　
に
と
ら
わ
れ
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
な
い
所
で
あ
り
、
六
根
（
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
が
外
界
の
物
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
分
別
し

　
　
な
が
ら
（
ち
ゃ
ん
と
ふ
る
ま
っ
て
）
、
し
か
も
、
意
識
に
跡
を
残
さ
な
い
働
き
な
の
だ
。

　
無
情
説
法
と
は
、
無
情
の
も
の
（
無
生
物
や
植
物
）
が
説
法
（
仏
の
教
え
を
説
く
）
す
る
の
を
、
有
情
で
あ
る
人
間
が
聞
く
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
問
答
は
、
常
識
的
な
存
在
の
区
分
で
あ
る
、
無
生
物
＝
物
質
、
植
物
、
動
物
、
人
間
、
聖
人
、
仏
な
ど
の
区
別
を
超
越
し

た
、
「
無
や
空
の
概
念
」
や
、
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
仏
教
的
存
在
論
と
、
「
三
界
唯
心
、
万

法
唯
識
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
る
、
仏
教
的
認
識
論
の
立
場
を
「
無
情
説
法
」
と
い
う
話
題
を
め
ぐ
っ
て
提
示
し
て
い
る
。
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常
識
的
立
場
か
ら
す
る
と
、
無
生
物
や
植
物
は
、
自
ら
動
い
た
り
、
嗚
声
を
出
し
た
り
し
な
い
し
、
意
識
や
感
情
を
も
っ
て
外

界
と
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
か
ら
「
無
情
」
と
よ
ば
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
動
物
や
人
間
は
、
食
や
性
や
自
己
実
現

な
ど
の
欲
求
を
も
ち
、
世
界
の
中
で
主
体
的
に
動
き
ま
わ
り
、
そ
れ
を
嗚
き
声
や
動
作
で
表
出
し
た
り
、
こ
と
ば
で
表
現
し
た
り

す
る
か
ら
、
意
識
や
感
情
を
も
っ
て
い
る
存
在
、
「
有
情
」
と
よ
ば
れ
る
。
有
情
と
無
情
の
区
別
と
、
そ
の
よ
う
な
区
別
を
行
う

人
間
の
側
の
認
識
基
準
は
ど
ち
ら
も
日
常
的
、
常
識
的
存
在
論
と
認
識
論
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
「
こ
と
ば

を
も
た
な
い
、
無
情
が
仏
の
教
え
を
説
く
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
乗
仏
教
の
「
悟
り
」
（
真
の
覚
醒
）
の
立
場
に
立
つ
存
在
論
と
認
識
論
か
ら
す
る
と
、
「
無
情
が
仏
の
教
え
を
説

く
」
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
一
の
問
答
で
、
常
識
的
立
場
（
衆
生
の
立
場
）
に
立
つ
張
流
は
、
悟
り
の
立
場
（
聖
人
、
仏
の
立
場
）
に
立
つ
慧
忠
に

「
無
情
説
法
」
と
い
う
教
え
が
、
常
識
で
は
あ
り
え
な
い
し
、
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
質
問
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
す
る
慧
忠
の
答
え
は
、
○
無
情
説
法
は
あ
る
。
口
そ
れ
を
聞
く
か
聞
か
ぬ
か
は
本
人
次
第
で
あ
る
。
目
無
情
の
説
法

を
聞
く
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
時
は
じ
め
て
、
私
の
説
法
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
四
だ
か
ら
ま
ず
汝
は
無
情
説

法
を
聞
き
う
る
「
悟
り
の
立
場
」
に
自
ら
到
達
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
は
聞
く
と
い
う
人
間

主
体
の
意
識
の
志
向
作
用
（
ノ
エ
シ
ス
）
に
対
す
る
、
志
向
対
象
（
ノ
エ
マ
）
と
し
て
の
「
無
情
説
法
と
い
う
現
象
」
に
つ
い
て
の

話
で
あ
る
。

　
こ
の
師
の
答
え
に
対
し
て
、
質
問
者
は
、
も
し
無
情
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
時
の
私
と
い
う
有
情
の

側
の
意
識
の
働
き
、
志
向
作
用
（
ノ
エ
シ
ス
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
う
。
「
た
っ
た
い
ま
で
、
有
情
の
（
私
に
対
す

る
）
方
便
の
中
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
無
情
の
因
縁
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
張
流
の
問
は
、
そ
の
よ
う
に
解
釈

で
き
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
に
対
す
る
師
の
答
え
は
、
私
の
現
象
学
的
な
理
解
に
お
い
て
は
、
有
情
で
、
意
識
を
も
っ
た
存
在
で
あ
る
人
聞
か
、
常
識

的
立
場
を
超
越
し
て
「
悟
り
の
立
場
に
立
っ
た
時
の
意
識
の
働
き
方
と
ふ
る
ま
い
（
ノ
エ
シ
ス
）
の
お
り
方
の
説
明
を
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
要
点
は
、
「
チ
ラ
ッ
と
で
も
自
己
の
損
得
や
利
害
を
計
る
エ
ゴ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
か
か
っ
た
意
識
を
起
滅
さ
せ
な
い
こ
と
」

が
「
日
常
的
意
識
を
出
る
（
出
識
）
と
い
う
こ
と
」
で
あ
り
、
エ
ゴ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
か
か
ら
な
い
状
態
で
、
世
界
を
見
聞
覚
知

す
る
こ
と
は
、
エ
ゴ
の
欲
望
達
成
を
第
一
と
す
る
有
情
と
し
て
の
通
常
の
人
間
の
意
識
の
働
き
に
属
さ
な
い
（
不
属
有
情
）
の
で

あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
悟
り
の
立
場
に
立
っ
た
人
間
の
意
識
の
働
き
（
ノ
エ
シ
ス
）
は
、
外
界
を
は
げ
し
く
（
熾
然
と
し
て
）
見
聞
覚
知
し

な
が
ら
、
し
か
も
エ
ゴ
の
働
き
に
よ
っ
て
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
（
無
其
繋
縛
所
）
あ
り
方
、
「
あ
り
の
ま
X
を
、
あ
り
の
ま
X
に

見
聞
覚
知
す
る
」
意
識
の
働
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
視
覚
、
聴
覚
、
臭
覚
、
味
覚
、
触
覚
、
意
志
な
ど
の
六
根
の
働
き
（
ノ
エ
シ
ス
）

が
、
外
界
を
は
っ
き
り
分
別
し
な
が
ら
（
エ
ゴ
な
し
の
立
場
で
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
ら
に
応
接
し
て
）
、
し
か
も
そ
れ
を
エ
ゴ
や
社
会
的
評

価
の
立
場
で
よ
く
や
っ
た
か
、
ま
ず
か
っ
た
と
か
、
優
越
感
や
劣
等
感
、
自
己
満
足
や
後
悔
な
ど
と
い
う
、
日
常
世
間
的
な
評
価

の
根
跡
を
残
さ
な
い
（
分
別
非
識
）
と
い
う
、
意
識
や
動
き
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

　
悟
り
の
立
場
、
無
情
説
法
を
聞
く
立
場
に
立
っ
た
主
体
の
側
の
意
識
の
志
向
作
用
（
ノ
エ
シ
ス
）
の
お
り
方
を
、
こ
の
よ
う
に

慧
忠
は
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
百
メ
ー
ト
ル
競
争
で
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
走
る
選
手
の
意
識
と
体
の
動
き
は
「
ひ
た
す
ら
ゴ
ー
ル
（
ノ
エ
マ
）
へ
と
向
っ
て
走

る
心
身
の
働
き
（
ノ
エ
シ
ス
）
で
あ
る
。
意
識
と
体
が
、
自
ら
を
対
象
化
し
な
い
で
、
ひ
た
す
ら
志
向
対
象
に
向
っ
て
働
い
て
い

る
状
態
を
、
「
反
省
ゼ
ロ
で
対
象
に
向
っ
て
端
的
に
生
き
て
い
る
状
態
」
と
私
は
名
づ
け
て
い
る
。
意
識
が
対
象
に
向
わ
ず
、
チ

ラ
リ
と
で
も
自
分
自
身
に
向
っ
て
、
自
ら
を
対
象
化
す
る
状
態
を
「
反
省
」
と
い
う
。
百
メ
ー
ト
ル
を
走
っ
て
い
る
選
手
が
、
一
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瞬
で
も
走
っ
て
い
る
自
ら
の
体
や
表
情
や
記
録
や
、
人
が
そ
れ
を
ど
う
見
て
い
る
か
な
ど
に
注
意
を
向
け
る
と
（
起
滅
）
そ
れ
が

○
・
○
一
秒
の
こ
と
で
あ
れ
「
全
力
疾
走
」
で
は
な
く
な
り
、
必
ず
遅
れ
る
。

　
人
間
は
同
じ
有
情
に
区
分
さ
れ
て
い
る
動
物
と
異
な
り
、
「
象
徴
を
操
る
動
物
」
で
あ
る
。
常
に
、
こ
こ
・
い
ま
を
遺
伝
子
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
反
省
ゼ
ロ
で
端
的
に
生
き
て
い
る
動
物
と
は
異
な
り
、
人
間
は
反
省
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
去
の
こ
と
を

ふ
り
か
え
っ
た
り
後
悔
し
た
り
、
未
来
の
こ
と
を
期
待
し
た
り
、
計
画
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
象
徴
を
媒
介
に
し
て
成
り
立

つ
反
省
で
あ
り
、
意
識
が
自
ら
を
志
向
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
反
省
能
力
を
も
っ
た
人
間
が
日
常
言
語
（
象
徴
）
に
よ
っ
て
、
世
界
と
そ
の
諸
現
象
、
世
界
と
関
わ
る
人
間
の
側
の
諸
現
象
を

弁
別
（
分
節
）
、
同
定
、
命
名
し
つ
つ
生
き
て
い
る
日
常
生
活
の
世
界
の
あ
り
方
を
、
仏
教
の
悟
り
の
立
場
か
ら
は
［
迷
い
の
世

界
、
衆
生
の
世
界
］
と
よ
ぶ
。
「
無
情
説
法
」
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
「
悟
り
の
立
場
」
は
、
反
省
能
力
や
言
語
能
力
を
も
っ
た

人
類
が
、
自
ら
作
り
出
し
た
、
反
省
や
言
語
と
い
う
呪
縛
（
シ
ン
ボ
ル
の
呪
縛
）
か
ら
自
由
に
な
り
、
「
こ
と
が
ら
そ
の
も
の
へ
、

エ
ゴ
な
し
の
立
場
か
ら
自
由
に
働
い
て
、
し
か
も
跡
（
業
の
原
因
と
な
る
も
の
）
を
残
さ
な
い
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
唐
代
の
禅
仏
教
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
、
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
U
・
P
の
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
仏
教
の
無
・
空
と
量
子
重
力
論

　
南
陽
慧
忠
章
の
次
の
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。

二
、
南
方
禅
客
問
、
如
何
是
古
佛
心
。
師
曰
、
胎
壁
瓦
映
無
情
之
物
並
是
古
佛
心
。
禅
客
曰
、
興
経
太
相
違
。
故
涅
槃
経
曰
、

　
　
離
諭
壁
瓦
映
無
情
之
物
故
名
佛
性
。
今
云
一
切
無
情
皆
是
佛
心
、
未
審
心
興
性
為
別
不
別
。
師
曰
。
迷
人
即
別
悟
人
即

　
　
不
別
。
禅
客
曰
、
又
巽
経
相
違
。
故
経
口
、
善
男
子
心
非
佛
性
佛
性
是
常
、
心
是
無
常
今
日
不
別
。
未
審
此
義
如
何
。
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師
曰
、
汝
依
語
而
不
依
義
。
1
　
如
寒
月
結
水
為
氷
、
及
至
暖
時
輝
氷
為
水
。
衆
生
迷
時
結
性
成
心
、
衆
生
悟
時
称
心
成

　
　
　
　
性
。
汝
若
定
執
無
情
無
佛
性
者
、
経
不
吉
言
、
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
。
故
華
厳
経
曰
、
三
界
所
有
法
一
切
唯
心
造
。

　
　
　
　
今
且
問
汝
無
情
之
物
為
在
三
界
内
為
在
三
界
外
、
為
復
是
心
為
復
不
是
心
。
若
非
心
者
経
不
専
一
呂
、
三
界
唯
心
。
若
是

　
　
　
　
心
者
不
服
言
無
情
無
佛
性
。
汝
自
違
経
吾
不
違
也
。

矢
谷
訳

　
　
　
南
方
の
禅
客
が
聞
く
。
「
古
仏
の
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」

　
　
　
師
が
言
う
。
「
か
き
ね
の
カ
ベ
や
瓦
や
小
石
な
ど
の
無
情
の
物
が
す
べ
て
古
仏
の
心
で
あ
る
。
」

　
　
　
禅
客
、
「
経
典
と
大
い
に
違
い
ま
す
。
涅
槃
経
に
「
か
き
ね
の
力
べ
や
瓦
や
小
石
な
ど
の
無
情
の
も
の
を
離
れ
て
い
る
か

　
　
ら
こ
そ
、
仏
性
と
名
づ
け
る
」
と
言
っ
て
あ
り
ま
す
。
今
、
先
生
が
一
切
の
無
情
の
も
の
は
皆
こ
れ
仏
心
で
あ
る
と
言
わ
れ

　
　
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
（
衆
生
）
心
と
（
仏
）
性
と
は
別
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
別
も
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」

　
　
　
師
、
「
迷
う
人
間
に
と
っ
て
は
別
だ
が
、
悟
っ
た
人
間
に
と
っ
て
は
別
で
は
な
い
。
」

　
　
　
禅
客
、
「
ま
た
経
典
と
違
っ
て
い
ま
す
。
経
典
に
、
「
善
男
子
よ
心
は
仏
性
に
非
ず
、
仏
性
は
永
遠
不
変
（
常
）
で
あ
る
が

　
　
心
は
常
に
変
化
す
る
（
無
常
）
。
」
と
あ
り
ま
す
。
今
先
生
が
、
心
と
仏
性
が
別
で
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
そ
れ
は
ど
ん
な
意
味
な
の
で
す
か
。
」

　
　
　
師
、
「
汝
は
語
（
こ
と
ば
）
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
に
よ
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
た
と
え
ば
、
寒
月
が
水
を
結
晶
さ
せ
て
氷
と
し
、
暖
か
く
な
る
と
氷
が
と
け
て
氷
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
、
衆
生
が
迷
う

　
　
時
は
そ
の
（
仏
）
性
を
し
ば
っ
て
心
を
で
っ
ち
あ
げ
る
し
、
衆
生
が
悟
る
と
き
は
心
を
と
か
し
て
仏
性
と
な
る
。
汝
が
も
し
、

　
　
無
情
に
は
仏
性
が
無
い
と
固
執
す
る
な
ら
ば
経
典
に
「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」
（
欲
望
界
（
欲
界
）
、
物
界
（
色
界
）
、
非
物
質

　
　
界
（
無
色
界
）
）
の
三
界
は
た
だ
心
の
変
化
に
す
ぎ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
（
万
法
）
は
た
だ
意
識
が
作
り
出
す
も
の
に
す
ぎ
な
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い
と
あ
る
こ
と
に
相
応
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
華
厳
経
』
は
コ
ニ
界
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
す
べ
て
た
だ
心
が

造
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
今
、
汝
に
聞
く
が
、
無
情
の
物
は
三
界
の
内
に
あ
る
の
か
、
外
に
あ
る
の
か
。

ま
た
そ
れ
ら
を
心
と
為
す
の
か
、
心
で
な
い
と
為
す
の
か
。
若
し
心
で
な
い
と
す
る
と
三
界
唯
心
と
経
が
言
う
こ
と
に
合
致

し
な
い
し
、
若
し
心
で
あ
る
と
す
る
と
、
無
情
に
は
仏
性
が
な
い
と
い
う
（
汝
の
）
言
は
経
に
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
汝
自
ら
が
経
と
違
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
私
か
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
」

　
第
二
の
問
答
は
、
「
古
仏
の
心
」
即
ち
「
仏
性
」
に
つ
い
て
の
問
で
あ
る
。
仏
性
と
は
、
仏
に
な
る
可
能
性
の
こ
と
で
は
な
く
、

仏
と
し
て
の
本
質
の
こ
と
で
あ
る
。
「
仏
と
し
て
の
本
質
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
」
と
い
う
南
方
禅
客
の
問
に
対
し
て
、
慧
忠

は
「
か
き
ね
の
力
べ
や
瓦
や
小
石
な
ど
の
無
情
の
も
の
が
す
べ
て
古
仏
の
心
、
仏
性
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。

　
こ
の
驚
く
べ
き
答
は
質
問
者
に
と
っ
て
は
了
解
不
能
で
あ
り
、
か
つ
自
ら
が
知
っ
て
い
る
教
典
の
教
え
と
矛
盾
す
る
も
の
で
あ

る
。
彼
は
自
分
が
記
憶
し
て
い
る
仏
典
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
慧
忠
に
反
論
す
る
。
そ
の
要
点
は
「
衆
生
の
心
と
仏
性
と
は
同
一

の
も
の
か
異
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
」
で
あ
る
。

　
慧
忠
の
答
は
、
常
識
的
立
場
に
立
つ
、
迷
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ
て
は
、
「
衆
生
心
」
と
「
仏
性
」
は
別
も
の
で
あ
る
が
、

悟
っ
た
人
間
の
立
場
か
ら
は
別
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
質
問
者
は
さ
ら
に
、
仏
性
は
不
変
（
常
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
悟
り
に
至
っ
て
い
な
い
衆
生
心
は
変
転
す
る

も
の
（
無
常
）
で
あ
る
と
経
典
に
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
仏
性
と
衆
生
心
が
別
の
も
の
（
実
体
）
で
あ
る
と
い
う
、
実
体
論
的
立

場
か
ら
の
反
論
を
行
う
。

　
慧
忠
は
そ
の
よ
う
な
、
仏
性
と
衆
生
心
と
い
う
異
な
っ
た
こ
と
ば
に
は
、
異
な
っ
た
実
体
が
対
応
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
、

実
体
差
別
論
に
対
し
て
、
水
と
氷
を
例
に
引
い
て
答
え
る
。
水
と
氷
は
ど
ち
ら
も
同
じ
物
質
だ
が
、
寒
月
の
夜
は
水
は
氷
と
な
り
、
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暖
か
く
な
る
と
氷
は
水
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
衆
生
の
心
と
仏
性
は
本
来
同
じ
も
の
だ
が
、
迷
う
た
時
に
は
人
間
の
心
は
、
凍
り

つ
き
、
固
く
な
り
、
自
由
に
流
れ
な
い
固
ま
り
（
衆
生
心
）
と
な
る
し
、
悟
る
時
に
は
、
や
わ
ら
か
く
、
自
由
無
碍
な
流
れ
る
水

の
よ
う
な
仏
性
と
な
る
と
い
う
、
「
秩
序
の
相
転
移
」
の
理
論
と
、
「
非
実
体
化
論
的
、
関
係
論
的
存
在
論
」
の
立
場
か
ら
の
答
を

し
て
い
る
。

　
量
子
重
力
論
の
立
場
か
ら
い
う
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
同
じ
原
素
の
組
み
合
せ
で
あ
る
H
。
0
が
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
氷

（
固
体
）
、
水
（
液
体
）
、
蒸
気
（
気
体
）
と
い
う
物
質
と
し
て
の
相
（
か
た
ち
）
に
転
移
を
起
こ
す
。
こ
れ
を
「
秩
序
の
相
転
移
」
と

よ
ぶ
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
の
相
転
移
は
、
量
子
重
力
論
の
宇
宙
観
に
お
け
る
『
百
五
十
億
年
前
に
、
時
間
、
空
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

物
質
と
い
う
区
別
の
な
い
秩
序
、
何
も
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
が
区
別
の
な
い
状
態
と
定
義
さ
れ
る
、

「
無
あ
る
い
は
真
空
」
の
秩
序
が
ゆ
ら
ぎ
、
相
転
移
を
起
し
て
、
現
在
我
々
が
経
験
し
観
察
で
き
る
よ
う
な
、
「
時
間
、
空
間
、
物
　
　

一

質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
区
別
が
あ
る
秩
序
」
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
宇
宙
が
ス
タ
ー
ト
し
た
』
と
い
う
相
転
移
に
お
い
て
　
　

2
2
5

　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
用
い
ら
れ
る
。

　
こ
の
量
子
重
力
論
の
宇
宙
観
、
物
質
観
と
秩
序
の
相
転
移
の
考
え
方
は
、
「
色
（
形
あ
る
も
の
）
は
空
（
形
の
な
い
も
の
）
で
あ
り
、

そ
の
逆
も
同
じ
く
真
で
あ
る
と
い
う
、
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
の
仏
教
的
存
在
論
と
大
変
よ
く
似
た
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

　
慧
忠
は
、
水
と
氷
の
相
転
移
の
た
と
え
に
よ
る
、
衆
生
心
と
仏
性
の
説
明
に
続
け
て
、
質
問
者
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
仏
教

的
認
識
論
で
あ
る
、
コ
ニ
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」
を
引
用
し
て
、
意
識
の
志
向
対
象
（
ノ
エ
マ
）
と
し
て
存
在
論
的
に
区
別
さ
れ
る
、

無
情
や
有
情
、
衆
生
心
や
仏
性
は
、
同
じ
人
間
の
心
や
意
識
の
働
き
（
ノ
エ
シ
ス
）
の
所
産
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
「
無
情
の
拙
壁
瓦
映
」
と
「
古
仏
の
心
」
と
は
、
存
在
論
的
に
は
そ
の
相
が
異
な
る
だ
け
で
本
来
同
じ
も

の
で
あ
り
、
認
識
論
的
に
は
、
と
も
に
人
間
の
心
、
意
識
の
所
産
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
仏
教
的
唯
心
論
は
、
デ
カ
ル
ト
的
二
元
論
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
に
お
け
る
主
観
と
客
観
、
精
神
（
心
）
と
身
体
（
物
質
）
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の
区
分
を
前
提
と
し
て
成
立
つ
「
唯
心
論
」
で
は
な
い
。
相
対
性
理
論
と
量
子
力
学
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
唯
心
論
」
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

第
三
節
　
「
無
情
説
法
を
聞
く
立
場
（
聖
）
と
聞
か
な
い
立
場
（
俗
＝
衆
生
）
」
と
「
衆
生
無
辺
誓
願
度
」
の
慈
悲
の
立
場

　
第
三
の
問
答
を
あ
げ
る
。

　
三
、
禅
客
日
、
無
情
既
有
心
、
還
解
説
法
也
無
。
師
曰
、
他
熾
然
説
恒
説
常
説
無
有
間
歌
。
禅
客
曰
、
某
甲
為
什
摩
不
聞
。

　
　
　
師
曰
、
汝
自
不
聞
、
不
可
妨
他
有
聞
者
進
。
曰
、
誰
人
得
聞
。
師
日
、
諸
聖
得
聞
。
禅
客
曰
、
興
摩
即
衆
生
吉
無
分
也
。

　
　
　
師
曰
、
我
為
衆
生
説
、
不
可
為
他
諸
聖
説
。
禅
客
曰
、
某
甲
愚
昧
聾
皆
、
不
聞
無
情
説
法
、
和
尚
是
為
人
天
師
、
説
般

　
　
　
若
波
羅
蜜
多
、
得
聞
無
情
説
法
不
。
師
曰
、
我
亦
不
聞
進
。
曰
、
和
尚
為
什
摩
不
聞
。
師
曰
、
頼
我
不
聞
無
情
説
法
、

　
　
　
我
若
聞
無
情
説
法
、
我
則
同
於
諸
聖
、
汝
若
為
得
見
我
及
聞
我
説
法
乎
。
禅
客
日
、
一
切
衆
生
畢
竟
還
得
聞
無
情
説
法

　
　
　
不
。
師
曰
、
衆
生
若
聞
即
非
衆
生
。
禅
客
曰
、
無
情
説
法
還
有
典
拠
也
無
。
師
曰
、
言
不
開
典
非
君
子
之
所
談
。
汝
豊

　
　
　
不
見
弥
陥
経
云
、
水
鳥
樹
林
皆
是
念
佛
念
法
念
僧
。
鳥
是
有
情
水
及
樹
豊
是
有
情
乎
。
又
華
厳
経
云
、
刹
説
衆
生
説
三

　
　
　
世
一
切
説
。
衆
生
是
有
情
刹
豊
是
有
情
乎
。
客
曰
、
既
是
無
情
有
佛
性
、
未
審
有
情
又
如
何
。
師
日
、
無
情
尚
余
、
豊

　
　
　
況
有
情
乎
。

矢
谷
訳

　
　
禅
客
が
言
う
、
「
（
そ
の
よ
う
に
）
無
情
に
心
か
お
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
無
情
は
説
法
が
で
き
る
の
で
す
か
。
」

　
　
師
が
言
う
、
「
無
情
は
熾
然
説
き
、
ず
っ
と
説
き
続
け
、
常
に
説
き
、
休
み
な
く
説
い
て
い
る
。
」

　
　
禅
客
、
「
私
に
は
何
故
聞
こ
え
な
い
の
で
す
か
。
」

224-
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師
、
「
汝
が
自
ら
聞
か
な
い
だ
け
で
、
そ
れ
を
聞
く
人
か
お
る
の
を
妨
げ
て
は
い
け
な
い
。
」

禅
客
、
「
誰
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。
」

師
、
「
諸
々
の
聖
人
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
」

禅
客
、
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
衆
生
（
で
あ
る
私
）
に
は
資
格
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

師
、
「
私
は
衆
生
（
で
あ
る
汝
）
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
諸
々
の
聖
人
た
ち
に
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
」

禅
客
、
「
私
は
愚
昧
で
、
耳
が
悪
い
の
で
、
無
情
の
説
法
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
和
尚
は
人
天
の
師
で
般
若
波
羅
蜜
多
（
知

　
　
恵
の
完
成
）
を
説
い
て
お
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
無
情
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

師
、
「
私
も
ま
た
聞
か
な
い
。
」

禅
客
、
「
和
尚
は
ど
う
し
て
聞
か
な
い
の
で
す
か
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

師
、
「
私
か
無
情
の
説
法
を
聞
か
な
い
の
は
、
私
か
若
し
無
情
の
説
法
を
聞
く
と
、
す
な
わ
ち
私
は
諸
々
の
聖
人
と
同
じ
　
　
2
2
3

　
　
に
な
っ
て
し
ま
い
、
汝
が
、
私
を
見
た
り
、
私
の
説
法
を
聞
い
た
り
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

禅
客
、
「
一
切
衆
生
は
結
局
の
と
こ
ろ
無
情
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。
」

師
、
「
衆
生
が
も
し
聞
け
ば
、
す
な
わ
ち
も
は
や
衆
生
で
は
な
い
。
」

禅
客
、
「
無
常
説
法
に
は
そ
も
そ
も
典
拠
が
あ
る
の
で
す
か
。
」

師
、
「
経
典
に
関
係
な
く
物
を
言
う
の
は
君
子
の
談
（
は
な
し
）
で
は
な
い
。
汝
は
『
阿
弥
陀
経
』
に
「
水
や
鳥
や
樹
林
が

　
　
皆
仏
を
念
じ
、
法
を
念
じ
、
僧
を
念
じ
る
」
と
言
っ
て
あ
る
の
を
見
な
い
の
か
。
鳥
は
有
情
で
あ
る
が
、
水
や
樹
は

　
　
有
情
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
華
厳
経
』
に
刹
土
（
国
土
）
が
説
き
、
衆
生
が
説
き
、
三
世
の
一
切
の
も
の
が
説
く
」

　
　
と
あ
る
。
衆
生
は
有
情
で
あ
る
が
、
刹
土
が
有
情
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
」

禅
客
、
「
既
に
無
情
が
仏
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
し
た
ら
有
情
は
ど
う
な
の
で
す
か
。
」
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師
、
「
無
情
さ
え
こ
の
通
り
（
仏
性
を
も
っ
て
い
る
）
だ
か
ら
、
ま
し
て
況
や
有
情
に
お
い
て
お
や
だ
（
当
然
仏
性
を
も
っ
て

い
る
）
。
」

　
こ
の
問
答
の
前
半
は
］
‥
の
問
答
の
く
り
か
え
し
で
あ
る
か
ら
、
説
明
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
。
後
半
の
問
答
で
重
要
な
こ
と
は
、

慧
忠
が
「
私
も
ま
た
（
熊
情
説
法
を
）
聞
か
な
い
」
と
答
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

　
「
無
情
説
法
が
聞
え
な
い
、
聞
け
な
い
、
常
識
的
衆
生
の
立
場
」
に
対
し
て
、
慧
忠
自
身
は
、
「
そ
れ
を
聞
く
、
聞
く
こ
と
が
で

き
る
、
悟
り
の
立
場
」
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
質
問
者
の
「
和
尚
は
人
天
の
師
で
般
若
波
羅
蜜
多
を
説
い
て
お
ら
れ
る
か
ら
に

は
、
無
情
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
「
私
も
ま
た
聞
か
な
い
」
と
答
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
理
由
に
対
す
る
質
問
に
答
え
て
、
「
私
か
若
し
無
常
の
説
法
を
聞
く
と
、
す
な
わ
ち
私
は
諸
々
の
聖
人
と
同
じ
に

な
っ
て
し
ま
い
、
汝
が
私
を
見
た
り
、
私
の
説
法
を
聞
い
た
り
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
衆
生
無

辺
誓
願
度
」
と
い
う
、
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
要
請
さ
れ
る
お
り
方
で
あ
る
。
「
自
ら
修
業
し
て
、
輪
廻
と
生
死
か
ら
自
由
に
な

る
悟
り
の
立
場
に
到
達
し
た
ブ
ッ
ダ
は
、
自
分
一
個
人
の
魂
の
救
済
を
達
成
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
悟
り
に
至
る
こ
と
は
、

大
変
困
難
な
、
普
通
の
人
間
（
衆
生
）
に
は
不
可
能
に
近
い
業
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
た
ブ
ッ
ダ
は
、
自
ら
の
達
成
し

得
た
悟
り
に
つ
い
て
は
沈
黙
を
守
り
、
自
分
一
個
の
主
観
の
中
に
深
く
蔵
し
て
、
他
人
に
伝
え
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
ブ
ッ
ダ
が
悟
り
を
開
い
た
と
知
り
か
つ
信
じ
た
、
衆
生
や
、
天
神
、
地
神
な
ど
の
諸
々
の
神
々
が
、
「
ど
う
か
慈
悲
を

も
っ
て
、
衆
生
が
救
わ
れ
る
た
め
に
、
ブ
ッ
ダ
が
達
成
し
た
悟
り
を
説
法
し
て
下
さ
い
」
と
、
執
拗
に
懇
請
し
た
。
そ
の
懇
請
に

抗
し
切
れ
ず
に
、
ブ
ッ
ダ
は
、
八
十
年
の
生
涯
に
わ
た
る
説
法
を
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
仮

に
表
現
さ
れ
た
、
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の
体
験
と
そ
れ
へ
至
る
道
（
方
便
）
で
あ
り
、
「
悟
り
そ
の
も
の
は
、
こ
と
ば
や
論
理
で
伝
え
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ら
れ
な
い
一
人
一
人
が
自
ら
、
獲
得
す
る
し
か
な
い
体
験
そ
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と
に
、
人
々
の
注
意
を
促
し
た
。

　
小
乗
仏
教
の
立
場
は
、
僧
と
し
て
の
修
業
に
よ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
が
達
成
し
た
悟
り
を
、
個
人
個
人
が
達
成
す
る
こ
と
に
重
点
が

お
か
れ
て
い
る
。

　
大
乗
仏
教
の
立
場
は
そ
れ
に
対
し
て
、
自
ら
の
悟
り
に
自
足
せ
ず
、
す
べ
て
の
衆
生
（
そ
れ
は
、
は
じ
め
衆
生
と
し
て
の
人
間
の
範

囲
で
あ
っ
た
も
の
が
、
有
情
、
無
情
へ
と
拡
大
さ
れ
、
無
生
物
を
含
む
一
切
衆
生
の
救
済
へ
と
拡
大
さ
れ
た
）
の
救
済
に
至
る
た
め
に
は
、

自
ら
は
、
自
発
的
に
悟
り
の
境
地
に
入
ら
ず
衆
生
済
度
の
た
め
に
働
き
、
す
べ
て
の
衆
生
が
救
済
さ
れ
た
の
ち
に
は
じ
め
て
自
ら

も
究
極
の
救
済
で
あ
る
涅
槃
（
一
切
の
煩
悩
か
ら
解
脱
し
た
、
不
生
不
滅
の
高
い
境
地
）
、
彼
岸
（
現
世
の
煩
悩
に
み
ち
た
此
岸
を
超
越
し

た
悟
り
の
境
地
）
に
到
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
大
乗
仏
教
的
に
解
釈
さ
れ
た
仏
の
慈
悲
の
立
場
、
下
坐
行
の
立
場
を
主
張
し
て
い

る
。
慧
忠
の
、
先
の
答
え
は
、
そ
の
よ
う
な
大
乗
仏
教
的
な
慈
悲
の
立
場
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
立
場
が
徹
底
さ
れ
て
い
く
と
、
次
章
で
と
り
扱
う
、
南
泉
の
「
異
類
中
行
」
の
立
場
、
死
後
に
は
山
前
の
檀
越
家

の
農
耕
牛
（
水
枯
牛
）
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
境
涯
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
慧
忠
が
、
「
無
情
説
法
を
私
も
ま
た
聞
か
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の
は
、
自
ら
は
悟
り
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
衆
生
の
救
済

の
た
め
に
迷
い
の
中
に
あ
る
衆
生
と
共
に
生
き
、
衆
生
の
た
め
に
仏
の
教
え
を
説
き
続
け
る
道
を
選
択
す
る
こ
と
が
、
本
来
の

ブ
ッ
ダ
の
慈
悲
の
誓
願
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
説
明
さ
れ
て
も
ま
だ
慧
忠
の
真
意
を
理
解
で
き
な
い
禅
客
は
、
再
び
「
一
切
衆
生
は
結
局
の
と
こ
ろ
無
情
の
説
法
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。
」
と
問
い
、
さ
ら
に
、
「
無
情
説
法
の
説
に
典
拠
が
あ
る
の
で
す
か
。
」
と
問
う
。

　
禅
の
最
も
勝
れ
た
特
色
は
、
真
理
そ
の
も
の
、
悟
り
の
体
験
そ
の
も
の
に
対
し
て
「
不
立
文
字
」
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ブ
ッ
ダ
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
説
法
し
た
こ
と
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
記
録
で
あ
る
一
切
の
経
典
は
、
迷
い
の
中
に
あ
る
衆
生
を
救
済

す
る
た
め
の
方
便
で
あ
っ
て
、
教
典
の
こ
と
ば
や
論
理
を
実
体
化
し
て
固
定
化
し
、
そ
れ
を
信
じ
込
む
こ
と
、
そ
れ
に
縛
ら
れ
自
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由
を
失
う
こ
と
を
禅
は
徹
底
し
て
拒
否
す
る
。
教
典
の
文
字
は
、
月
を
指
す
指
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
指
の
み
を
見
て
、

そ
れ
が
指
し
示
す
月
そ
の
も
の
を
見
な
い
な
ら
ば
、
指
を
月
だ
と
取
り
ち
が
え
て
し
ま
う
。
教
典
の
文
字
の
み
に
と
ら
わ
れ
て
、

教
典
が
指
し
示
す
「
真
理
そ
の
も
の
、
悟
り
の
体
験
そ
の
も
の
」
を
自
ら
の
体
験
の
中
で
把
握
し
な
い
多
く
の
修
業
者
、
仏
教
者

は
、
指
を
月
だ
と
思
い
込
む
誤
り
に
気
づ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
禅
が
主
張
す
る
、
徹
底
し
た
、
こ
と
ば
や
象
徴
の
相
対
化
、
そ
れ
ら
の
実
体
化
、
固
定
化
、
制
度
化
へ
の
拒
否
は
、
禅
が

最
も
ラ
ジ
カ
ル
に
自
由
を
追
求
す
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
ラ
ジ
カ
ル
な
自
由
の
追
求
は
、
一

切
衆
生
を
救
済
し
終
ら
な
い
限
り
、
自
分
だ
け
が
衆
生
を
迷
い
の
中
に
放
置
し
て
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
拒
否
す
る
と
い
う
、
大
慈

悲
に
結
合
し
た
自
由
な
の
で
あ
る
。

　
迷
え
る
衆
生
で
あ
る
禅
客
の
再
質
問
に
対
し
て
慧
忠
は
、
相
手
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
［
無
情
説
法
］
の
典
拠
と
し
て
、
『
阿

弥
陀
経
』
と
『
華
厳
経
』
を
あ
げ
、
「
水
や
鳥
や
樹
木
や
刹
土
（
国
土
）
、
衆
生
や
三
世
の
一
切
の
も
の
」
が
説
く
こ
と
、
無
情
が

仏
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
当
然
、
有
情
も
仏
性
を
持
っ
て
お
り
、
有
情
で
あ
る
禅
客
も
ま
た
、
仏
性
を
持
っ
て
い
る
と
結

論
し
て
い
る
。

第
四
節
　
無
情
（
物
質
・
植
物
）
、
有
情
（
動
物
、
人
間
）
、
人
間
の
中
の
（
衆
生
、
聖
人
、
普
賢
、
文
殊
菩
薩
、
仏
）
の
存
在
論
的
境
位

　
第
四
の
問
答
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

四
、
又
問
古
徳
曰
、
青
青
翠
竹
恚
是
真
如
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
。
有
人
不
許
是
邪
説
、
亦
有
人
信
言
不
可
思
議
、
不
知
若

　
　
為
。
師
曰
、
此
蓋
是
普
賢
文
殊
大
人
之
境
界
、
非
諸
凡
小
而
能
信
受
、
皆
興
大
乗
了
義
経
意
合
。
故
華
厳
経
云
、
佛
身

　
　
充
満
於
法
界
、
普
現
一
切
群
生
前
、
随
縁
赴
感
扉
不
周
而
恒
処
此
菩
提
座
。
翠
竹
既
不
出
於
法
界
、
豊
非
法
身
乎
。
又
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摩
詞
般
若
経
曰
、
色
無
避
故
般
若
無
燈
。
黄
花
既
不
越
於
色
、
豊
非
般
若
乎
、
此
深
遠
之
言
不
省
者
難
為
措
意
。

矢
谷
訳

　
　
　
ま
た
古
徳
が
言
う
、
「
青
々
と
し
た
翠
の
竹
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
真
如
（
あ
り
の
ま
ま
の
姿
）
で
あ
り
、
う
っ
う
つ
と
生
い

　
　
茂
る
黄
色
い
花
は
般
若
（
知
恵
）
そ
の
も
の
で
あ
ら
ざ
る
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
人
は
こ
の
こ
と
ば

　
　
を
邪
説
と
し
て
認
め
ず
、
ま
た
あ
る
人
は
不
可
思
議
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
ば
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
考
え
た
ら
い
い
で

　
　
し
ょ
う
か
。

　
　
　
師
が
言
う
、
「
こ
れ
は
、
け
だ
し
普
賢
や
文
殊
菩
薩
の
境
界
で
あ
っ
て
、
諸
々
の
凡
小
の
も
の
が
信
受
で
き
る
も
の
で
は

　
　
な
い
が
、
大
乗
了
義
経
（
大
乗
の
心
を
完
全
に
説
き
明
か
す
経
典
）
の
真
意
に
合
致
し
て
い
る
。

　
　
　
『
華
厳
経
』
に
言
っ
て
い
る
、
仏
身
は
世
界
に
充
満
し
て
い
て
、
普
く
一
切
群
生
（
衆
生
）
の
前
に
姿
を
現
わ
す
。
（
衆
生

　
　
の
）
縁
に
随
い
、
感
動
に
こ
た
え
て
、
周
く
ゆ
き
わ
た
ら
ぬ
は
な
い
が
、
常
に
こ
の
菩
薩
（
さ
と
り
）
の
座
に
落
ち
着
い
て

　
　
い
る
。
翠
竹
（
み
ど
り
の
竹
）
が
既
に
法
界
を
出
な
い
か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
法
身
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
摩
詞

　
　
般
若
経
』
に
言
う
、
「
色
（
形
あ
る
も
の
）
が
限
り
な
い
ゆ
え
に
、
般
若
（
知
恵
）
は
限
り
が
な
い
。
黄
色
い
花
が
既
に
色
を

　
　
越
え
な
い
か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
般
若
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
深
遠
な
こ
と
ば
を
、
自
ら
反
省
し
な

　
　
い
者
た
ち
に
は
、
そ
の
意
味
を
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
四
の
問
答
は
、
「
青
々
と
し
た
竹
と
、
う
つ
う
つ
と
生
い
茂
る
黄
色
い
花
は
、
こ
と
ご
と
く
真
如
（
あ
り
の
ま
ゝ
の
姿
）
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
般
若
（
仏
の
知
恵
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
に
関
わ
る
。
古
徳
（
古
参
の
修
業
者
）
は
こ
の
言

説
の
真
偽
の
判
定
を
慧
忠
に
問
う
。

　
慧
忠
は
「
こ
の
よ
う
な
言
説
は
、
普
賢
や
文
殊
菩
薩
の
境
界
で
あ
っ
て
、
諸
々
の
凡
小
の
も
の
（
常
識
的
な
迷
い
の
立
場
で
生
き

219－
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て
い
る
衆
生
）
が
信
じ
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
大
乗
了
義
経
（
大
乗
の
心
を
完
全
に
諸
き
明

す
教
典
、
仏
そ
の
も
の
の
覚
醒
の
体
験
の
立
場
）
の
真
意
に
合

致
し
て
い
る
と
答
え
る
。
慧
忠
は
、
「
生
き
生
き
と
生
き

て
い
る
竹
や
花
が
真
如
そ
の
も
の
で
あ
り
、
般
若
そ
の
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
常
識
の
立
場
か
ら
は
奇
妙
な
言
説
を

『
華
厳
経
』
や
『
摩
詞
般
若
経
』
を
引
用
し
つ
つ
全
面
的

に
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
問
答
で
問
題
と
さ
れ
る
諸
存
在
に

お
い
て
は
、
ま
ず
無
情
の
も
の
と
し
て
、
賠
壁
瓦
陛
、
刹

土
（
国
土
）
、
水
、
樹
林
、
竹
、
花
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
＝
次

に
有
情
の
も
の
と
し
て
、
動
物
、
鳥
、
後
の
南
泉
章
で
は
狸

奴
白
枯
、
水
枯
牛
が
あ
げ
ら
れ
、
人
間
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
有
情
で
あ
る
人
間
の
中
に
、
凡
人
・
衆
生
・
聖
人
・

文
殊
・
普
賢
な
ど
の
菩
薩
、
古
仏
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
多
様
な
存
在
の
層
位
論

的
区
分
を
示
七
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
に
第
二
節
で
述
べ
た
「
秩
序
の
相
転
移
」
の
観
点
か

ら
こ
れ
ら
諸
存
在
の
層
位
論
的
構
造
を
図
に
示
し
た
も
の

第一図　秩序の弁証法的包摂関係(B)　　　　第一図　秩序の弁証法的包摂関係(A)

古仏、菩薩、聖人の心

リファインされたU.P. (無情の存在)

凡人衆生の心

(人間の秩序)
(有情の存在)

鳥、狸奴白枯、牛

　(動物の秩序)
リファイン

されたU.P.

　　古仏

　　菩薩

　　聖人

樹林、竹、花

(植物の秩序)

　談壁瓦喋、

　水、刹土

(物質の秩序)
　凡人衆生

(人間の秩序)(‰鴛)
鳥、狸奴白枯、牛

　(動物の秩序)

(樹林、竹、花)

　(植物の秩序)(無情の存在)

諭壁瓦陛、水、刹上

　　(物質の秩序)

(有情の存在) (無、真空の秩序)
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圃について
P）(Uヨンクシ「無情説法」「異類中行」とユニバーサル・プロジェ

が
、
第
一
図
、
秩
序
の
弁
証
法
的
包
摂
関
係
の
Λ
と
B
の
図
で
あ
る
。

　
秩
序
の
弁
証
法
的
包
摂
関
係
㈲
の
図
は
、
量
子
重
力
論
が
仮
定
し
て
い
る
宇
宙
の
始
る
前
の
無
・
真
空
の
秩
序
の
観
点
か
ら
見

た
、
秩
序
の
相
転
移
の
図
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
時
間
、
空
間
、
物
質
、
子
不
ル
ギ
ー
の
区
分
の
な
い
秩
序
と
定
義
さ
れ
る
「
無
・

真
空
の
秩
序
」
が
ゆ
ら
ぎ
、
相
転
移
を
起
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
五
〇
億
年
前
に
宇
宙
が
始
り
、
物
質
の
秩
序
が
成
立
し
た
。
物

質
の
秩
序
の
中
で
、
太
陽
系
や
地
球
が
成
立
し
、
そ
の
地
球
上
で
六
五
億
年
前
に
、
生
命
が
誕
生
し
た
。
生
命
は
単
細
胞
の
植
物

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
多
細
胞
の
動
物
に
ま
で
進
化
を
と
げ
た
。
図
で
は
植
物
の
秩
序
、
動
物
の
秩
序
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
記
号

行
動
の
み
で
生
き
る
動
物
の
秩
序
の
中
か
ら
、
象
徴
行
動
を
行
う
人
間
の
秩
序
が
成
立
し
た
。
人
間
の
秩
序
の
中
に
は
、
仏
教
の

観
点
か
ら
は
、
凡
人
、
衆
生
の
心
の
秩
序
と
古
仏
、
菩
薩
、
聖
人
の
心
の
秩
序
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
図
は
、
諸
存
在
、
諸
秩
序

の
層
位
論
的
、
弁
証
法
的
包
摂
関
係
を
そ
の
成
立
の
時
系
列
的
な
順
番
に
、
入
れ
子
構
造
の
図
と
し
て
示
し
て
い
る
。
よ
り
外
側
　
　
一

の
秩
序
は
内
側
の
秩
序
が
成
立
す
る
た
め
の
先
行
条
件
を
な
し
つ
つ
、
内
側
の
秩
序
の
基
礎
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
。
よ
り
内
　
　
2
1
7

側
の
秩
序
は
、
そ
れ
が
解
体
す
る
と
、
よ
り
外
側
の
秩
序
へ
と
相
を
転
移
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
人
間
か
脳
損
傷
を
受
け
た
り
、
　
　
　
一

薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
っ
て
、
人
間
的
な
精
神
の
レ
ベ
ル
を
喪
失
す
る
と
、
動
物
的
な
個
体
保
存
や
種
の
保
存
の
み
に

関
わ
る
欲
求
追
求
の
行
動
し
か
で
き
な
く
な
る
し
、
動
物
的
秩
序
の
水
準
も
解
体
す
る
と
、
植
物
状
態
に
な
り
、
さ
ら
に
植
物
的

秩
序
も
解
体
す
る
と
、
物
質
の
秩
序
の
水
準
へ
と
下
降
す
る
（
死
ぬ
）
こ
と
で
常
識
の
立
場
か
ら
も
、
よ
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
物
質
の
秩
序
と
そ
の
基
礎
に
あ
る
無
の
秩
序
の
間
の
移
行
と
、
人
間
の
秩
序
の
中
の
、
凡
人
・
衆
生
の
精
神
活
動
の

秩
序
レ
ベ
ル
と
、
古
仏
・
菩
薩
・
聖
人
の
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
u
・
P
の
精
神
活
動
の
レ
ベ
ル
の
相
互
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
前

者
は
量
子
重
力
論
の
、
後
者
は
大
乗
仏
教
の
教
説
に
よ
っ
て
し
か
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
秩
序
の
弁
証
法
的
包
摂
関
係
㈲
の
図
は
、
古
仏
、
菩
薩
、
聖
人
の
心
、
リ
フ
ァ
イ
ン
さ
れ
た
u
・
P
の
観
点
か
ら
見
ら
れ
た
諸
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一
、
師
毎
上
堂
云
、
近
日
禅
師
太
多
生
、
筧
一
余
裔
鈍
底
不
可
得
。
阿
徐
諸
人
莫
錯
用
心
、
欲
肺
此
事
、
直
須
向
佛
末
出
世

　
　
　
　
巳
前
、
都
無
一
切
名
字
、
密
用
潜
通
無
人
覚
知
。
肩
摩
時
肺
得
、
方
有
小
分
相
座
所
。
以
道
、
祖
佛
不
知
有
、
狸
奴
白

　
　
　
　
枯
却
知
有
。
何
以
如
此
、
他
却
無
如
許
多
般
情
量
所
。
以
喚
作
如
如
早
是
朧
也
。
直
須
向
異
類
中
行
。

矢
谷
訳

　
　
　
師
（
南
泉
）
は
定
例
説
法
（
上
堂
）
の
度
ご
と
に
次
の
よ
う
に
言
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
近
ご
ろ
は
（
形
骸
化
し
た
）
「
禅
師
」
が
多
す
ぎ
る
。
裔
鈍
底
（
抜
け
切
っ
た
本
物
の
禅
者
）
を
一
人
も
得
る
こ
と
が
で
き
な

　
　
い
。
徐
ら
諸
君
、
ま
ち
か
っ
て
用
心
し
て
は
な
ら
な
い
。
比
の
事
（
仏
法
の
大
事
、
有
る
こ
と
）
を
体
得
し
よ
う
と
欲
す
る
な

　
　
ら
ば
、
直
ち
に
須
ら
く
、
仏
が
未
だ
こ
の
世
に
出
現
し
な
い
以
前
の
と
こ
ろ
で
、
一
切
の
名
字
（
既
成
概
念
や
肩
書
）
な
し
に
、

　
　
親
密
に
楽
し
み
、
ひ
そ
か
に
通
じ
て
（
密
用
潜
通
）
誰
に
も
そ
れ
と
気
づ
か
れ
な
い
（
無
人
覚
知
）
こ
と
だ
。
ま
さ
に
そ
の
時

　
　
に
、
少
し
は
ぴ
た
り
と
し
た
所
が
体
得
で
き
る
（
肺
得
方
有
小
分
相
膳
所
）
と
い
う
も
の
だ
。
祖
師
も
仏
陀
も
有
る
こ
と
を
知

　
　
ら
ぬ
（
知
ら
な
い
こ
と
が
有
る
）
、
狸
や
犬
や
水
牛
た
ち
の
方
が
か
え
っ
て
有
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
（
知
が
有
る
）
。
（
祖
佛
不

　
　
知
有
狸
奴
白
枯
却
知
有
）
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
動
物
た
ち
に
は
あ
れ
こ
れ
の
情
量
（
観
念
や
情
緒
や
取
り
扱

　
　
い
）
が
な
い
。
そ
れ
を
如
如
（
あ
る
が
ま
ま
）
と
喚
ん
で
も
す
で
に
変
質
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
直
ち
に
須
ら
く
異
類
の
中

　
　
へ
は
い
っ
て
行
く
こ
と
だ
。
」
（
直
須
向
異
類
中
行
）

　
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
問
答
で
は
な
く
、
南
泉
の
上
堂
（
定
例
説
法
）
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
南
泉
は
こ
の
上
堂
の
中
で
、
ま
ず
、
彼
の
生
き
て
い
た
唐
代
の
禅
の
流
行
と
、
そ
の
堕
落
ぶ
り
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
。
「
近
ご

ろ
は
形
骸
化
し
た
禅
師
た
ち
が
多
す
ぎ
て
、
抜
け
切
っ
た
本
物
の
禅
者
（
庭
鈍
底
）
を
一
人
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
比
の
事

（
仏
法
の
大
事
、
有
る
こ
と
）
を
本
当
に
体
得
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
仏
が
未
だ
こ
の
世
に
出
現
し
な
い
以
前
の
と
こ
ろ
（
あ
ら
ゆ
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る
既
成
概
念
や
教
典
や
教
説
や
仏
そ
の
も
の
に
帰
せ
ら
れ
る
権
威
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
境
位
）
で
、
一
切
の
名
字
（
既
成
概
念
や
師
匠
と

修
業
者
な
ど
と
い
う
仏
教
者
と
し
て
の
す
べ
て
の
肩
書
き
）
を
と
っ
ぱ
ら
っ
て
（
裸
の
人
間
と
し
て
）
、
自
ら
と
世
界
の
生
そ
の
も
の
を
親

密
に
楽
し
み
、
ひ
そ
か
に
生
の
豊
か
さ
と
楽
し
み
そ
の
も
の
と
通
じ
あ
っ
て
（
密
用
潜
通
）
、
し
か
も
、
他
人
に
そ
れ
と
気
づ
か
れ

な
い
（
無
人
覚
地
）
よ
う
に
、
自
分
が
悟
り
の
境
地
を
獲
得
し
た
と
言
い
ふ
ら
し
た
り
、
他
人
と
比
較
し
て
自
ら
を
誇
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
時
に
、
少
し
は
ぴ
た
り
と
し
た
所
（
比
の
事
、
有
る
こ
と
）
が
体
得
で
き
る
の
だ
。
」

　
次
に
南
泉
は
、
こ
れ
ま
で
の
仏
教
の
教
説
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
重
大
な
言
明
を
行
う
。

　
「
だ
か
ら
言
う
の
だ
、
祖
師
も
仏
陀
も
「
有
る
こ
と
」
を
知
ら
な
い
（
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
）
。
狸
や
犬
や
水
牛
た
ち
の
方
が
か

え
っ
て
「
有
る
こ
と
」
を
知
っ
て
い
る
（
知
が
あ
る
）
」
と
。
「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
動
物
は
、
あ
れ

こ
れ
の
情
量
（
観
念
、
情
緒
、
取
り
扱
い
）
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

　
こ
の
南
泉
の
言
明
は
、
同
じ
有
情
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
動
物
と
人
間
で
あ
る
祖
師
や
仏
陀
、
と
を
比
較
す
る
と
、
動
物

た
ち
の
方
が
「
仏
教
の
大
事
、
悟
り
、
有
る
こ
と
、
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
真
理
」
を
知
っ
て
い
る
、
知
が
有
る
と
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
有
情
の
中
の
最
高
位
に
あ
る
祖
師
や
仏
陀
は
「
有
る
こ
と
」
を
知
ら
な
い
、
か
え
っ
て
有
情
の
中
の
人
間
以
下
の
境
位
に
あ
る

動
物
た
ち
（
異
類
）
の
方
が
「
有
る
こ
と
」
を
知
っ
て
い
る
、
知
か
お
る
と
い
う
逆
転
は
な
ぜ
起
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
南
泉
が
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
、
私
の
記
号
論
、
象
徴
論
の
立
場
か
ら
述
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
言
え
る
。

　
動
物
た
ち
は
遺
伝
子
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
記
号
行
動
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
。
記
号
行
動
の
成
立
す
る
要
件
は
、
記
号
を

用
い
る
主
体
（
動
物
）
記
号
と
な
る
項
、
項
の
意
味
の
三
項
の
み
で
あ
る
。
動
物
た
ち
の
記
号
行
動
に
は
、
こ
の
三
項
の
み
が

あ
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
情
量
（
観
念
、
情
緒
、
取
り
扱
い
）
が
な
い
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
祖
師
や
仏
陀
は
象
徴
行
動
を
行
う
人
間
一
般
に
属
す
る
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
と
い
え
ど
も
、
人
間
が
用
い
る

言
語
や
絵
画
や
音
楽
な
ど
の
、
象
徴
作
用
以
前
に
も
ど
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
象
徴
行
動
は
、
象
徴
を
用
い

る
主
体
、
象
徴
と
な
る
項
、
項
の
意
味
の
三
項
の
他
に
、
項
の
喚
起
す
る
「
観
念
、
情
緒
、
取
り
扱
い
」
を
構
成
要
素
と
す
る
四

項
構
造
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
示
す
図
が
第
二
図
、
自
然
と
文
化
、
記
号
（
1
1
3
）
か
ら
象
徴
（
2
言
諮
）
へ
の
図
で
あ
る
。

　
仏
教
的
な
「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」
と
い
う
認
識
論
は
、
ま
さ
に
人
間
の
み
が
達
成
し
た
象
徴
作
用
の
産
物
で
あ
る
。
象
徴

は
、
こ
こ
、
い
ま
か
ら
の
超
越
を
可
能
に
す
る
か
ら
、
人
間
は
象
徴
を
媒
介
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ま
で
な
い
過
去
や
未
来
の

時
間
や
、
こ
こ
で
な
い
他
の
空
間
へ
と
観
念
的
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
□
二
千
大
千
世
界
」
と
い
う

経
験
を
超
え
た
大
空
間
を
考
え
た
り
、
「
何
億
劫
」
と
い
う
長
い
時
間
を
考
え
た
り
で
き
る
。
紐
情
、
有
情
、
衆
生
、
仏
と
い
う
　
　
一

よ
う
な
存
在
の
区
分
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
象
徴
作
用
が
四
項
構
造
で
あ
り
、
象
徴
の
喚
起
す
る
「
観
念
、
情
　
　
m

緒
、
取
り
扱
い
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
し
か
し
ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
、
南
泉
を
し
て
「
祖
仏
不
知
有
、
狸
奴
白
枯
却
知
有
」
と
言
わ
し
め
る
、
根
本
的
な
差
異
な
の
で

あ
る
。
動
物
と
人
間
の
情
報
処
理
上
の
差
異
を
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
と
づ
く
記
号
行
動
と
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
と
づ
く

象
徴
行
動
の
差
異
に
見
出
そ
う
と
す
る
私
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
こ
の
南
泉
の
言
明
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
端
的
に
指
摘
し

た
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
は
別
稿
の
中
で
、
人
間
が
象
徴
作
用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
す
る
に
至
っ
た
、
文
化
の
創
造
と
そ
の
加
速
的
な
変
化
に

よ
る
動
物
的
生
か
ら
の
巨
大
な
超
越
、
人
間
的
自
由
の
獲
得
、
豊
か
さ
や
、
便
利
さ
や
、
自
然
や
人
間
を
支
配
す
る
力
の
獲
得
の

増
大
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
さ
に
象
徴
作
用
は
、
人
間
を
動
物
レ
ベ
ル
の
生
か
ら
、
精
神
的
な
秩
序
や
意
味
の
世
界
を
も
っ
た
人

間
的
生
の
レ
ベ
ル
へ
と
引
き
あ
げ
る
原
理
と
な
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
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し
か
し
他
方
、
人
間
は
象
徴
作
用
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
物
な
ら
ば
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
な
「
同
種
間
で
相
手
を

殺
す
ま
で
戦
っ
て
し
ま
う
殺
人
や
戦
争
（
勤
物
の
も
っ
攻
撃
性
の
抑
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
喪
失
）
、
本
来
の
生
殖
行
動
の
目
的
論
的
秩
序

か
ら
逸
脱
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
倒
錯
行
動
（
人
間
の
メ
ス
の
発
情
期
が
固
定
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
、
性
行
動
自
体
の

象
徴
化
）
、
自
ら
が
そ
の
一
部
で
あ
る
は
ず
の
、
自
然
生
態
系
の
唯
一
最
大
の
破
壊
者
と
な
っ
た
こ
と
」
な
ど
の
、
「
生
き
も
の
と

し
て
の
疎
外
」
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
独
自
の
疎
外
行
動
は
、
「
人
間
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、

精
神
と
身
体
」
の
二
元
分
割
を
文
化
や
文
明
の
進
化
と
共
に
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
続
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
が

人
類
史
の
枢
軸
時
代
と
名
づ
け
て
い
る
B
・
c
・
七
世
紀
か
ら
A
・
D
・
一
世
紀
の
間
に
、
文
明
化
し
た
世
界
で
同
時
多
発
的
に

出
現
し
た
哲
学
的
、
宗
教
的
カ
リ
ス
マ
た
ち
の
教
説
は
精
神
革
命
の
教
説
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
象
徴
作
用
に
よ
っ
て
、

文
化
や
文
明
を
発
展
さ
せ
て
き
た
古
代
段
階
の
都
市
国
家
文
明
の
時
代
に
明
ら
か
と
な
っ
た
、
第
一
次
的
な
、
人
間
と
自
然
、
個
　
　

一

人
と
社
会
、
精
神
と
身
体
の
分
裂
状
況
を
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
精
神
的
な
原
理
を
教
え
た
も
の
と
し
て
社
会
学
的
な
共
通
性
を
　
　
m

　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
っ
て
い
る
。

　
南
泉
の
「
祖
仏
不
知
有
、
狸
奴
白
枯
却
知
有
」
の
言
明
は
、
人
開
か
も
つ
に
至
っ
た
、
こ
の
象
徴
の
疎
外
構
造
の
端
的
な
指
摘

と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
動
物
た
ち
は
、
記
号
行
動
に
よ
っ
て
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
生
き
、
あ
れ
こ
れ
の
情
量
な

し
に
、
「
自
然
と
の
関
わ
り
、
仲
間
の
動
物
と
の
関
わ
り
、
自
ら
の
意
識
の
働
き
と
身
体
と
の
関
わ
り
に
分
裂
が
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
わ
り
の
中
で
一
体
連
続
し
た
完
結
的
な
生
を
生
き
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
の
存
在
の
お
り
方
自
体
に
お
い
て
「
生
」
を
知
っ

て
お
り
、
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
動
物
の
生
の
お
り
方
を
南
泉
は
「
知
有
」
と
表
現
し
、
一
切
の
名
字
な
し
に
親
密
に
生

を
楽
し
み
、
ひ
そ
か
に
通
じ
て
、
誰
に
も
そ
れ
と
気
づ
か
れ
な
い
（
密
用
潜
通
、
無
人
覚
知
）
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
祖
仏
た
ち
は
動
物
で
は
な
く
、
す
で
に
象
徴
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
人
間
に
属
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
動
物
の
「
知
有
」
に
は
も

ど
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
彼
ら
は
、
象
徴
と
共
に
生
き
る
し
か
な
い
人
間
の
疎
外
（
人
間
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、
精
神
と
身
体
の
分
裂
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一記号（Ｎａtｕrｅ）から象徴（Ｃｕltｕrｅ）ヘー

一

一

一

-

-

一

一

(Signの意味) (引き起される行動)

危険の接近

発情したメスの存在

発情したメスの存在

花のある方向の指示

車を停止させる指示

　群の移動

　直ちにその方向へ飛んでいく

⇒追尾行動

　その方向へ飛んでいく

　ブレーキをふむ

⇒行動に直結する

（Symbolの意味）

上品な（?）女性の存在

(Synlbolと意味が喚起する観念)

欲望，好感，嫌悪感，優越感，劣等感など

犬という動物 犬についての観念，かわいい，こわい，忠実な動

物，へつらう動物（警察の犬）
Ｕ

詣で

と

キリストによる救済 人間の罪（原罪）の神の子牛リストによる犠牲の

死，によるあがない

そのもの自体への凝視 常識化された象徴的関連づけを越えた，物自体の

存在，あること

　　　　　　意味

　　　　　　　||

(経験の他の構成要素に関する)

(意識，信念，情緒，取り扱いなどを引き起こすと

き象徴的に機能している)

(代理現前される項)

　　↓

象徴的関連づけ，あるいは，代理現前的関連づけを行わないでそのもの自体を認識することの困難

　　↓

Self（もの自体）への凝視の例　坂本繁二郎の「砥石の絵」，メルロ・ポンティ「世界を見るこ

　　　　　　　　　　　　　　　　とを学び直す」，『知覚の現象学』，『眼と精神』

一有限数の音素（分節音）一音素の組合せによる一単語の文法規則に従う（文法的分節）

　　　　　　　　　　　　　　　有限数の単語　　　　　組合せにより無限の文を作りうる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　||

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無限の思考を表現しうる

－ZII －
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第二図　自然と文化

S.K.ランガー『シンボルの哲学』

　　　　　　　　　　　岩波書店lgGO

Sign（記号）作用

　　　生物

(項を用いる主体) (Signとなる項)

三項構造[種に固有の遺伝子プログラム]

行動の原理，行動に直結する

ここ，いまへの内在の原理

　　サルの群

　　ガのォス
ナ

トゲゥォのォス

　　働きバチ

　　ドライバー（人間）

見張りサルの嗚き声

メスの分泌するフェロモン

赤く変色したメスの腹部

他の働きバチのＳの字ダンス

赤信号

Symbol（象徴）作用

四項構造〔学習によって獲得する

　　　　　文化プログラム〕

思考の原理，行動のさしひかえ，遅延

ここ，いまからの超越の原理

文化の原理,変化の加速ｲﾋ,文明の形成

（疎外の原理）

原罪：キリスト教，業：仏教

人間

(項を用いる主体)

人間の男

(Symbolとなる項)

香水のにおい

日本人

アメリカ人

ィヌという音，文字

Dogという音，文字

キリスト者 木で作った十字架，もの

絵を見る人 坂本繁二郎の絵

A.N.ホワイトヘッド『象徴作用』

象徴的関連づけ

Symbolic Reference

(人間の精神は) 　　　　　　象徴

　　　　　　　||

(その経験のある構成要素が)

Ｅ．フッサール

代理現前的関連づけ

AppresentationaI Reference

(人問の精神) （代理現前する項）

　Self（自体）

二

　　　　　　　　¬

|

　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　人間のみがもつ

個人的象徴一一個人主体（Subject）か←一一（個人のことば）一回丿回垂（］-

　　　　　　　　　　　　　　　　∩　　　丁

社会的象徴･一集団，社会主体　　　・－（社会のことば）

　　　　　（intersubjectivity）が

　　　　　社会学的には問題

ぺIO－
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と
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
、
殺
人
や
戦
争
や
性
的
倒
錯
や
自
然
破
壊
や
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
分
裂
）
を
克
服
す
る
た
め
の
新
し
い
象

徴
の
体
系
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
疎
外
構
造
を
内
包
す
る
既
存
の
象
徴
体
系
を
克
服
し
う
る
、
象
徴
体
系
そ

の
も
の
に
対
す
る
、
内
在
的
批
判
を
内
蔵
す
る
新
し
い
象
徴
体
系
の
形
成
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
禅
の
不
立
文
字

は
そ
の
典
型
的
な
表
現
で
あ
る
。
こ
の
象
徴
や
言
語
や
ロ
ゴ
ス
へ
の
根
本
的
な
批
判
を
内
蔵
す
る
思
想
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日

本
の
東
洋
的
な
伝
統
の
中
に
、
よ
り
豊
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
筆
者
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
西
欧
の
哲
学
や
思
想
と
、
そ
の
中
か
ら
出
て
き
た
社
会
学
を
学
び
続
け
て
き
た
人
間
で
あ

る
。
が
、
同
時
に
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
東
洋
の
思
想
と
の
対
比
を
続
け
つ
つ
、
自
ら
の
学
問
的
営
為
を
行
っ
て
き
た
者
で
あ

る
。
そ
の
中
で
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
教
の
伝
統
と
、
ロ
ゴ
ス
を
重
ん
じ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
思
想

を
ル
ー
ツ
に
し
て
独
自
の
展
開
を
と
げ
て
き
た
、
西
欧
近
代
科
学
や
哲
学
の
「
象
徴
、
一
呂
語
へ
の
信
頼
、
そ
れ
を
用
い
て
表
明
さ
　
　
一

れ
る
論
理
や
理
論
の
無
矛
盾
的
体
系
の
追
求
」
の
中
に
、
「
象
徴
や
言
語
の
も
つ
本
来
的
な
疎
外
構
造
へ
の
洞
察
が
欠
如
し
て
い
　
　
2
0
9

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
と
行
い
の
記
録
の
中
に
は
、
そ
の
洞
察
が
読
み
と
れ
る
が
、
そ
れ
　
　
一

以
降
の
時
代
の
言
説
に
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
的
事
例
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
洞
察
が
極
め
て
乏
し
い
と
い
う
の
が
私
の
印

象
で
あ
る
。

　
再
び
南
泉
の
上
堂
に
も
ど
る
。

　
彼
は
「
祖
仏
不
知
有
、
狸
奴
白
枯
却
知
有
」
と
の
驚
く
べ
き
言
明
を
し
、
そ
の
理
由
を
「
そ
れ
ら
の
動
物
た
ち
に
は
、
あ
れ
こ

れ
の
情
量
が
な
い
か
ら
だ
」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
「
そ
の
よ
う
な
動
物
の
美
事
な
自
己
完
結
的
生
の
お
り
方
を
「
如
如
「
あ

る
が
ま
万
」
と
、
人
間
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
表
現
し
て
も
、
す
で
に
変
質
し
て
し
ま
う
、
と
、
言
語
や
象
徴
と
そ
の
固
定
化
に
対

す
る
批
判
を
し
た
上
で
、
「
だ
か
ら
、
直
ち
に
須
べ
か
ら
く
異
類
の
巾
へ
は
い
っ
て
い
く
こ
と
だ
」
（
直
須
異
類
中
行
）
と
述
べ
る
。

南
泉
の
「
異
類
中
行
」
は
、
「
自
ら
の
死
後
は
、
輪
廻
を
超
越
し
て
涅
槃
（
帰
本
処
）
に
入
る
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
進
ん
で
輪
廻
を
く
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り
か
え
し
、
し
か
も
人
間
以
下
の
『
山
門
の
前
の
檀
越
家
（
農
家
）
の
一
頭
の
水
枯
牛
（
農
牛
）
に
生
ま
れ
代
っ
て
、
「
祖
仏
不
知

有
、
狸
奴
白
枯
却
知
有
」
の
動
物
の
生
を
楽
し
む
、
と
共
に
、
物
言
わ
ぬ
農
家
の
役
牛
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
迷
い
の
中
に
あ
る
衆

生
と
し
て
の
人
間
た
ち
の
た
め
に
働
く
』
と
弟
子
に
言
い
残
す
程
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
禅
の
世
界
で
は
、
南
泉
の
「
異
類
中
行
」
は
、
専
ら
、
後
者
の
意
味
で
、
「
悟
り
を
開
い
た
仏
者
が
、
自
ら
が
到
達
し
た
悟
り

の
高
み
に
安
住
す
る
の
で
は
な
く
、
迷
い
の
中
に
あ
る
衆
生
を
救
済
へ
と
導
く
下
座
行
、
向
下
行
、
慈
悲
の
行
い
こ
そ
、
古
六
の
悟

り
の
境
界
で
あ
る
と
し
て
強
調
す
る
文
脈
」
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
慧
忠
の
「
自
分
が
も
し
無
情
説
法
を
聞
く
と
、
聖
人

と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
衆
生
で
あ
る
汝
に
教
え
を
説
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
故
に
私
も
ま
た
無
情
説
法
を
聞
か
な

い
。
」
と
い
う
問
答
に
表
現
さ
れ
て
い
る
生
き
方
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
宋
代
に
成
立
し
た
禅
の
十
牛
図
の
第
十
「
人
面
垂
手
」

（
山
中
で
悟
を
開
い
た
禅
者
は
、
再
び
町
へ
下
り
て
き
て
、
世
俗
的
な
こ
と
は
何
も
し
な
い
で
（
垂
手
）
、
ひ
た
す
ら
人
々
の
救
済
の
た
め
に
働
く

の
が
、
本
当
の
悟
り
の
完
成
の
姿
で
あ
る
。
）
と
い
う
思
想
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
私
は
、
前
者
の
意
味
で
の
異
類
中
行
、
「
象
徴
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
人
間
が
、
象
徴
の
疎
外
の
自
覚
を
経
て
、
象
徴

以
前
の
動
物
た
ち
の
生
の
お
り
方
（
知
有
）
か
ら
学
び
、
同
じ
よ
う
な
「
自
己
意
識
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
生
を
楽
し
む
（
密
用
潜

通
）
」
を
も
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
南
泉
は
死
後
、
農
家
の
水
枯
牛
と
な
っ
て
生
ま
れ
代
る
（
異
類
中
行
の
徹
底
）

　
第
二
の
テ
キ
ス
ト
は
、
死
に
臨
ん
だ
南
泉
と
弟
子
（
第
一
座
）
、
と
の
問
答
を
伝
え
て
い
る
。

二
、
師
欲
順
世
時
、
向
第
一
座
云
、
百
年
後
第
一
不
得
向
工
老
師
頭
上
汚
。
第
一
座
對
云
、
終
不
敢
造
次
。
師
云
、
或
有
人

　
　
問
王
老
師
什
摩
処
去
也
、
作
摩
生
向
他
道
。
對
云
、
帰
本
処
去
。
師
云
、
早
是
向
我
頭
上
汚
了
也
。
却
問
、
和
尚
百
年

208
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後
向
什
摩
処
去
。
師
云
、
向
山
下
檀
越
家
作
一
頭
水
枯
牛
去
。
第
一
座
云
、
某
甲
隨
和
尚
去
還
許
也
無
。
師
云
、
徐
若

隨
我
街
一
束
草
来
。

　
師
は
世
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
入
滅
し
よ
う
と
し
て
、
（
欲
順
世
時
）
第
一
座
に
向
っ
て
言
う
。
「
百
年
の
あ
と
、
な
に
よ

り
も
ま
ず
、
わ
し
（
王
老
師
）
の
頭
上
に
糞
を
た
れ
る
で
は
な
い
ぞ
。
」
（
第
一
不
得
向
王
老
師
頭
上
汚
）

　
第
一
座
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
、
し
ま
せ
ん
。
」

　
師
、
「
も
し
あ
る
人
が
王
老
師
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
か
と
聞
い
た
ら
、
い
っ
た
い
何
と
答
え
る
の
だ
。
」

　
対
、
「
本
来
の
場
所
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
。
」
（
帰
本
処
去
）

　
師
、
「
さ
っ
そ
く
わ
し
の
頭
上
に
糞
を
た
れ
お
っ
た
ぞ
。
」
（
早
是
向
我
頭
上
汚
）

　
今
度
は
第
一
座
が
聞
く
、
「
和
尚
は
百
年
後
に
一
体
ど
ん
な
所
に
向
っ
て
い
か
れ
る
の
で
す
か
。
」

　
師
、
「
山
下
の
檀
越
家
で
一
頭
の
水
枯
牛
と
な
る
。
」

　
第
一
座
、
「
わ
た
し
も
和
尚
に
隨
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
許
し
て
い
た
だ
け
ま
し
ょ
う
か
。
」

　
師
、
「
汝
が
も
し
私
に
つ
い
て
く
る
な
ら
、
ま
ぐ
さ
を
I
た
ば
く
わ
え
て
来
な
さ
い
。
」

　
南
泉
の
異
類
中
行
の
生
き
方
は
、
「
自
分
が
死
ん
だ
後
、
お
寺
の
下
に
あ
る
檀
家
の
農
家
の
水
枯
牛
（
役
牛
）
に
生
ま
れ
代
っ

て
、
人
間
の
こ
と
ば
な
ど
し
ゃ
べ
ら
ず
、
だ
ま
っ
て
生
を
楽
し
み
、
だ
ま
っ
て
人
間
の
た
め
に
働
く
」
と
い
う
表
現
に
結
晶
す
る
。

し
か
も
こ
の
問
答
が
、
南
泉
の
死
に
臨
ん
だ
遺
言
の
形
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
結
晶
の
端
的
で
あ
る
こ
と
、
純
一
無
雑

で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
「
（
悟
り
を
開
き
、
君
を
は
じ
め
と
す
る
弟
子
た
ち
を
育
て
た
禅
の
大
師
匠
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
わ
し
（
王
老
師
）
が
、
百
年
後

－207－
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ど
こ
へ
行
っ
た
と
人
か
ら
聞
か
れ
た
ら
、
君
は
何
と
答
え
る
の
だ
」
と
い
う
南
泉
の
問
に
対
し
て
、
第
一
座
は
、
「
本
来
の
処
へ

帰
ら
れ
ま
し
た
」
と
い
う
、
仏
教
理
論
上
は
妥
当
な
答
を
す
る
。

　
そ
れ
を
南
泉
は
「
さ
っ
そ
く
、
わ
し
の
頭
上
に
糞
を
た
れ
お
っ
た
」
と
拒
絶
す
る
。

　
そ
し
て
「
山
下
の
檀
越
家
で
一
頭
の
水
枯
牛
と
な
る
」
と
い
う
、
彼
の
先
に
述
べ
た
境
涯
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
第
一
座
の
「
わ
た
し
も
和
尚
に
隨
っ
て
ま
い
り
ま
す
、
許
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
南
泉
は
拒
絶
せ
ず

「
汝
が
も
し
私
に
つ
い
て
く
る
な
ら
、
ま
ぐ
さ
を
I
た
ば
く
わ
え
て
き
な
さ
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
時
南
泉
は
、
衆
生
済
度

の
慈
悲
行
へ
の
願
い
と
共
に
、
ゆ
っ
た
り
と
寝
そ
べ
っ
て
、
ま
ぐ
さ
を
味
う
牛
の
楽
し
み
を
表
白
し
て
、
す
で
に
一
頭
の
水
枯
牛

と
な
り
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
三
章
　
「
無
常
説
法
」
か
ら
「
異
類
中
行
」
を
へ
て
、
「
趙
州
無
字
」
へ
、
無
の
徹
底

　
次
に
取
り
あ
げ
る
テ
キ
ス
ト
は
『
趙
州
録
』
で
あ
る
。
趙
州
従
捻
（
七
七
八
年
－
八
九
七
年
）
は
南
泉
の
弟
子
と
し
て
「
異
類

中
行
」
を
体
得
し
、
し
か
も
そ
れ
を
乗
り
こ
え
る
「
無
字
の
公
案
」
の
提
示
者
と
し
て
、
後
の
禅
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
禅
者
で
あ
る
。

第
一
節
　
趙
州
と
南
泉

　
趙
州
録
か
ら
と
り
あ
げ
る
第
一
の
テ
キ
ス
ト
は
、
趙
州
が
南
泉
の
「
異
類
中
行
」
の
境
涯
を
、
き
わ
め
て
真
摯
に
受
け
継
い
だ

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
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一
、
師
問
南
泉
、
知
有
底
人
、
向
什
座
処
去
。
泉
云
、
山
前
檀
越
家
、
作
一
頭
水
括
牛
去
。
師
云
、
謝
和
尚
指
示
。
泉
云
、

　
　
　
　
昨
夜
三
更
月
到
窓
。

矢
谷
訳　

師
（
趙
州
）
は
南
泉
（
趙
州
の
師
）
に
問
う
、
「
有
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
底
の
人
（
仏
法
の
大
事
を
悟
っ
て
い
る
人
）
は
、
ど

こ
へ
行
き
ま
す
か
」

　
南
泉
が
言
う
、
「
山
門
の
前
の
檀
越
家
の
一
頭
の
水
枯
牛
と
な
る
。
」

　
趙
州
が
言
う
、
「
和
尚
の
お
教
え
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

　
南
泉
が
言
う
、
「
昨
夜
の
真
夜
中
に
、
丁
度
お
月
さ
ま
が
窓
に
さ
し
て
来
た
よ
」
（
昨
夜
三
更
月
到
窓
）

　
趙
州
と
南
泉
の
間
の
、
禅
の
真
理
を
師
弟
で
商
量
し
あ
っ
た
り
、
未
だ
悟
ら
ぬ
僧
た
ち
を
覚
惺
さ
せ
る
た
め
に
わ
ざ
と
行
っ
た

り
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
は
、
趙
州
録
に
実
に
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
て
、
時
に
、
呵
々
大
笑
を
さ
そ
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
第
一
に
あ
げ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
ご
く
素
直
に
、
南
泉
が
自
ら
の
「
山
門
の
前
の
檀
越
家
の
一
頭
の
水
枯
牛
と
な

る
」
と
い
う
表
白
に
対
す
る
、
趙
州
の
「
和
尚
の
お
教
え
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
、
共
感
と
受
容
が
示
さ
れ
て

い
る
。
趙
州
の
素
直
な
共
感
の
こ
と
ば
に
対
し
て
、
「
昨
夜
の
真
夜
中
に
、
丁
度
月
が
窓
に
さ
し
て
き
た
よ
」
と
、
何
気
な
い
昨

夜
の
風
景
を
提
示
し
た
南
泉
の
心
と
、
趙
州
の
心
が
、
こ
こ
で
ピ
タ
リ
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
人
と
も
、
月
を
指
す
指
（
教
典
や
既
成
の
枠
組
）
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
「
月
そ
の
も
の
を
自
ら
の
目
で
見
る
と
、
同
じ
月
が

自
分
に
も
君
に
も
ち
ゃ
ん
と
見
え
て
い
る
」
と
い
う
、
禅
の
真
理
の
「
体
験
」
を
相
互
主
観
的
に
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
テ
キ
ス
ト
は
、
弟
子
の
趙
州
が
水
枯
牛
に
な
り
切
っ
て
い
る
南
泉
の
鼻
を
「
ぐ
い
っ
と
引
っ
ぱ
る
」
愉
快
な
や
り
と
り
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を
示
し
て
い
る
。

　
二
、
南
泉
従
浴
婁
畿
過
、
見
浴
頭
焼
火
間
云
、
作
什
座
。
云
、
焼
浴
。
泉
云
、
記
取
来
、
喚
水
枯
牛
浴
。
浴
頭
応
諾
。
至
晩

　
　
　
間
、
浴
頭
入
方
丈
。
泉
問
、
作
什
座
。
云
、
請
水
枯
牛
去
浴
。
泉
云
、
将
得
縄
索
来
不
。
浴
頭
無
対
。

　
　
　
　
師
来
開
訊
泉
。
泉
挙
似
師
。
師
云
、
某
甲
有
語
。
泉
便
云
、
還
将
得
縄
索
来
座
。
師
便
近
前
、
驀
鼻
便
桟
。
泉
云
、

　
　
　
是
即
是
、
太
前
生
。

矢
谷
訳

　
　
南
泉
が
風
呂
場
の
裏
を
通
っ
た
と
き
、
浴
頭
（
風
呂
係
の
僧
）
が
火
を
焚
い
て
い
る
の
を
見
て
言
う
。
「
何
を
し
て
い
る
の

　
だ
。
」
答
え
る
「
風
呂
を
わ
か
し
て
い
ま
す
。
」
南
泉
が
言
う
、
「
忘
れ
ず
に
、
水
枯
牛
を
喚
ん
で
湯
浴
み
さ
せ
る
の
だ
ぞ
。
」

浴
頭
は
「
ハ
イ
」
と
こ
た
え
た
。
晩
に
な
っ
て
、
浴
頭
は
方
丈
（
住
職
の
居
室
）
に
入
っ
て
来
た
。
南
泉
が
問
う
、
「
な
ん
　
　
2
0
4

だ
」
。
云
う
、
「
水
枯
牛
さ
ま
ど
う
ぞ
風
呂
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。
」
南
泉
は
い
う
、
「
（
牛
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
）
縄
と
ム
チ
を
　
　
一

持
っ
て
き
た
か
。
」
浴
頭
は
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
趙
州
が
来
て
南
泉
に
そ
の
こ
と
を
た
ず
ね
た
。
南
泉
は
先
の
話
を
し
た
。
「
私
に
は
T
一
呂
あ
り
ま
す
。
」
南
泉
が
再
び
、

「
縄
と
ム
チ
は
持
っ
て
き
た
か
。
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
趙
州
は
す
ぐ
に
南
泉
に
近
づ
い
て
、
ぐ
い
と
そ
の
鼻
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
。

（
師
便
近
前
、
驀
鼻
便
桟
）
南
泉
が
い
う
、
「
そ
れ
で
よ
い
こ
と
は
よ
い
が
、
は
な
は
だ
荒
っ
ぽ
い
な
」
（
是
即
是
、
太
麓
生
）

　
問
答
は
、
水
枯
牛
が
大
好
き
な
南
泉
が
、
風
呂
係
の
僧
（
浴
頭
）
が
風
呂
を
た
い
て
い
る
の
を
見
て
「
湯
が
わ
い
た
ら
、
水
枯

牛
を
喚
ん
で
湯
あ
み
を
さ
せ
る
の
だ
ぞ
」
と
言
う
所
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
南
泉
が
浴
頭
に
対
す
る
教
育
手
段
と
し
て
仕
組
ん
だ

言
い
方
で
あ
る
。
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湯
を
わ
か
し
終
え
た
浴
頭
は
し
た
り
顔
で
方
丈
に
や
っ
て
き
て
、
「
水
枯
牛
さ
ま
ど
う
ぞ
お
風
呂
に
お
は
い
り
下
さ
い
」
と
言

う
。
と
こ
ろ
が
南
泉
に
、
「
牛
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
た
め
の
、
ロ
ー
プ
と
ム
チ
を
持
っ
て
き
た
か
」
と
問
わ
れ
る
と
、
何
と
答
え

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
て
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
何
気
な
い
行
為
の
中
で
の
禅
の
真
理
に
関
わ
る
師
弟
の
「
問
答
」
や
、
お
互
い
の
境
涯
の
お
り
方
を

試
し
は
か
り
あ
う
、
「
商
量
」
や
目
利
き
す
る
、
「
勘
弁
」
は
、
禅
の
修
業
の
特
徴
的
な
手
段
で
あ
る
。

　
禅
問
答
に
お
い
て
は
、
聖
と
俗
、
悟
り
と
日
常
生
活
、
座
禅
と
作
務
、
頭
や
こ
と
ば
の
働
き
と
、
体
の
働
き
、
理
論
と
実
践
、

人
間
と
自
然
、
我
と
汝
、
我
と
社
会
、
有
と
無
、
生
と
死
な
ど
を
一
体
連
続
と
し
て
体
験
す
る
、
ま
さ
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
の
体
験
を
め
ぐ
る
師
弟
の
や
り
と
り
が
、
端
的
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
浴
頭
と
南
泉
の
こ
の
や
り
と
り
の
あ
と
で
、
帰
っ
て
き
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
時
、
南
泉
か
ら
そ
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
趙
州
は
、

「
私
に
は
一
言
あ
り
ま
す
」
と
、
師
匠
の
し
か
け
た
、
た
く
ら
み
に
挑
み
か
か
る
。

　
南
泉
は
喜
ん
で
、
再
び
牛
に
な
り
切
っ
て
、
「
オ
レ
を
風
呂
場
に
つ
れ
て
い
く
、
ロ
ー
プ
と
ム
チ
を
持
っ
て
き
た
か
」
と
、
趙

州
に
、
浴
頭
の
時
と
同
じ
問
を
発
す
る
。

　
す
る
と
趙
州
は
、
「
牛
を
ひ
っ
ぱ
る
く
ら
い
は
、
ム
チ
も
ロ
ー
プ
も
不
要
と
ば
か
り
、
い
き
な
り
南
泉
の
鼻
を
、
ぐ
い
と
つ
か

ん
で
引
っ
ぱ
っ
て
、
風
呂
場
へ
引
い
て
い
く
動
作
を
や
っ
て
み
せ
た
。
」
南
泉
は
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
閉
口
し
て
、
「
（
牛
の
扱
い
と

し
て
は
、
）
そ
れ
で
よ
い
こ
と
は
よ
い
が
、
は
な
は
だ
荒
っ
ぽ
い
な
」
と
答
え
た
。
こ
の
や
り
と
り
で
は
、
完
全
に
弟
子
の
趙
州
の

勝
で
あ
る
が
、
師
の
南
泉
の
答
え
ぶ
り
は
、
誠
に
ま
っ
と
う
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
あ
る
。

　
師
弟
の
思
い
、
息
が
ピ
タ
リ
と
一
枚
に
通
じ
あ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
痛
快
な
や
り
と
り
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
、
人
間
と
人
間
の
間
で
成
り
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
美
事
な
極
限
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
現
代
の
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
を
解
明
し
う
る
枠
組
を
持
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ち
得
て
い
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

第
三
節
　
趙
州
、
南
泉
を
踏
み
倒
す
。
再
犯
許
さ
ず
。
常
踏
化
、
ル
ー
テ
ィ
ン
化
は
踏
み
つ
ぶ
す
べ
し
と
い
う
、
あ
ら
ゆ
る
象
徴

　
　
　
　
の
固
定
化
を
拒
否
す
る
立
場

　
第
三
の
テ
キ
ス
ト
は
趙
州
と
南
泉
の
よ
り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
や
り
と
り
を
示
し
て
い
る
。

　
　
三
、
師
問
南
泉
、
異
即
不
問
。
如
何
是
類
。
泉
以
両
手
托
地
。
師
便
踏
倒
。
却
帰
涅
槃
堂
内
叫
、
悔
悔
。
泉
聞
、
乃
令
人
去

　
　
　
　
問
、
悔
箇
什
座
。
師
云
、
悔
不
剰
与
両
踏
。

矢
谷
訳

　
　
　
趙
州
は
南
泉
に
問
う
、
「
異
は
即
ち
問
い
ま
せ
ん
、
類
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
」

　
　
　
南
泉
は
「
両
手
を
も
っ
て
地
に
つ
け
た
（
四
つ
足
の
動
物
の
か
っ
こ
う
を
し
た
）
。
」

　
　
　
す
る
と
直
ち
に
趙
州
は
南
泉
を
踏
み
倒
し
た
。
涅
槃
堂
に
帰
る
と
、
「
残
念
だ
、
残
念
だ
」
と
叫
ん
だ
。

　
　
　
南
泉
は
こ
れ
を
聞
い
て
人
を
や
っ
て
問
わ
せ
た
。

　
　
　
コ
体
何
か
残
念
な
ん
だ
」

　
　
　
趙
州
は
言
う
。
「
（
ひ
と
ふ
み
だ
け
で
終
わ
っ
て
、
）
も
う
ひ
と
ふ
み
く
れ
て
や
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
な
ん
だ
。
」
（
悔
不
剰
与

　
　
両
踏
）

　
南
泉
が
普
段
か
ら
説
い
て
い
る
「
異
類
中
行
」
と
い
う
思
想
に
対
し
て
、
趙
州
は
、
「
異
類
」
の
「
異
（
差
別
）
」
に
つ
い
て
は

即
ち
問
い
ま
せ
ん
。
人
間
と
動
物
、
無
情
と
有
情
、
聖
人
と
衆
生
、
悟
り
と
迷
い
な
ど
の
一
切
の
差
別
に
つ
い
て
は
問
い
ま
せ
ん
、
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「
類
（
無
差
別
、
同
一
性
）
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
南
泉
は
だ
ま
っ
て
、
「
両
手
を
地
面
に
つ
け
、
四
つ
足
の
動
物
の
か
っ
こ
う
を
し
た
」
。
そ
れ
は
人
間
で
あ
る

自
分
、
禅
の
師
匠
で
あ
る
自
分
と
、
異
類
で
あ
る
牛
と
は
、
禅
の
立
場
（
無
の
立
場
）
か
ら
は
何
の
ち
が
い
も
な
い
こ
と
、
す
べ

て
、
存
在
と
し
て
は
、
無
情
も
有
情
も
人
間
も
仏
陀
も
同
類
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
表
現
に
対
し
て
、
弟
子
で
あ
る
趙
州
は
「
直
ち
に
、
四
つ
ん
ば
い
に
な
っ
て
い
る
南
泉
を
踏
み
倒
し
た
」
の
で
あ
る
。

「
異
類
中
行
」
を
説
き
、
水
枯
牛
に
な
り
切
り
、
趙
州
の
問
に
対
し
て
も
牛
に
な
り
切
っ
て
答
え
る
南
泉
の
働
き
は
、
誠
に
首
尾

一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
禅
は
一
切
の
固
定
化
、
形
骸
化
、
定
型
化
を
嫌
う
。
同
じ
表
現
や
問
答
の
く
り
か
え
し
が
、
「
生
き

生
き
と
し
て
自
由
な
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
サ
の
梗
枯
と
な
り
、
本
末
転
倒
と
な
り
、
月
を
指
す
指
を
、
月
だ
と
思
い
込
む
幣
害
を
拒

否
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
禅
で
は
「
再
犯
許
さ
ず
」
と
い
う
。

　
仏
の
教
え
も
、
仏
典
の
教
説
も
す
べ
て
、
人
間
が
象
徴
能
力
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
「
象
徴
」
で
あ
り
、
フ
。

サ
ー
ル
の
言
う
「
代
理
現
前
（
A
p
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
）
の
形
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
リ
ア
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
」
と
取
り
ち
が
え

る
「
象
徴
の
疎
外
」
を
こ
そ
、
禅
は
徹
底
的
に
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。

　
南
泉
の
師
、
馬
祖
道
一
　
（
七
〇
九
年
ト
七
八
八
年
）
が
、
「
如
何
な
る
か
こ
れ
仏
」
と
い
う
問
に
「
即
心
是
仏
（
心
こ
そ
が
仏
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ば
ん
じ
ょ
う
　
　
（
3
6
）

る
）
」
と
答
え
て
い
た
が
、
そ
れ
が
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
、
形
骸
化
さ
れ
る
（
定
盤
星
と
な
る
）
と
知
る
や
、
同
じ
問

に
対
し
て
、
「
非
心
非
仏
（
心
で
も
な
い
仏
で
も
な
い
）
」
と
答
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
話
に
そ
の
こ
と
が
よ
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。

　
趙
州
が
南
泉
の
「
四
つ
ん
ば
い
（
水
枯
牛
の
姿
）
」
の
動
作
を
「
踏
倒
し
た
」
の
は
、
師
で
あ
る
南
泉
も
弟
子
で
あ
る
自
分
も
、

「
異
類
中
行
」
を
「
定
盤
星
」
（
既
成
の
定
型
化
さ
れ
た
模
範
回
答
）
と
す
る
こ
と
へ
の
拒
否
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

　
趙
州
は
南
泉
の
四
つ
ん
ば
い
を
踏
倒
す
と
、
自
分
の
病
室
（
涅
槃
堂
は
病
僧
の
寝
る
部
屋
）
に
も
ど
っ
て
、
「
残
念
だ
、
残
念
だ
」
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と
叫
ぶ
。
南
泉
は
こ
れ
を
聞
く
と
人
を
や
っ
て
、
「
一
体
何
か
残
念
な
ん
だ
」
と
問
わ
せ
る
。
趙
州
は
「
ひ
と
踏
み
だ
け
で
終
っ

て
、
も
う
ひ
と
踏
み
く
れ
て
や
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
な
ん
だ
」
と
答
え
る
。
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
定
盤
星
に
対
す
る
拒
否
の
表

現
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
問
答
の
記
事
は
終
っ
て
お
り
、
南
泉
の
側
の
コ
メ
ン
ト
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
自
分
を
踏
み
倒

し
た
弟
子
、
趙
州
に
対
す
る
、
南
泉
の
大
き
な
満
足
と
肯
定
」
が
、
そ
こ
か
ら
私
に
は
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
臨
済
録
』
の
行
録
の
中
で
、
臨
済
と
そ
の
師
黄
薬
と
の
や
り
と
り
を
め
ぐ
っ
て
、
肩
山
が
弟
子
の
仰
山
に
、
「
見
、
師
と
斉
し

き
と
き
は
、
師
の
半
徳
を
減
ず
。
見
、
師
に
過
ぎ
て
方
に
伝
授
す
る
に
堪
え
た
り
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
南

泉
と
趙
州
の
や
り
と
り
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
趙
州
の
無

　
第
四
と
第
五
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
狗
子
（
犬
）
に
仏
性
か
お
り
ま
す
か
」
と
い
う
同
じ
問
に
対
し
て
、
趙
州
が
一
方
で
は
「
無
」

と
答
え
、
一
方
で
は
「
有
」
と
答
え
て
い
る
問
答
で
あ
る
。

　
　
四
、
問
、
狗
子
還
有
仏
性
無
。
師
云
、
無
。
上
至
諸
仏
、
下
至
娘
子
、
皆
有
仏
性
。
狗
子
為
什
座
無
。
師
云
、
為
伊
有
業
職

　
　
　
　
性
在
。

矢
谷
訳

　
　
　
問
、
犬
（
狗
子
）
に
仏
性
が
あ
り
ま
す
か
。
師
は
「
無
」
と
答
え
た
。
「
上
は
諸
仏
か
ら
下
は
ア
リ
に
至
る
ま
で
皆
ん
な

　
　
仏
性
か
お
る
（
と
経
典
は
言
っ
て
い
ま
す
）
。
何
故
犬
に
仏
性
が
な
い
の
で
す
か
。
」
師
は
言
う
、
「
か
れ
に
業
職
性
が
あ
る
か

　
　
ら
だ
。
」
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五
、
問
、
狗
子
還
有
仏
性
也
無
。
師
云
、
家
家
門
前
通
長
安
。

矢
谷
訳

　
　
　
問
、
犬
に
仏
性
が
あ
り
ま
す
か
。
師
は
言
う
、
「
家
々
の
門
前
の
道
は
す
べ
て
長
安
に
通
じ
て
い
る
。
」
（
そ
の
よ
う
に
一
切

　
　
衆
生
に
は
仏
性
が
あ
る
。
）

　
西
欧
的
形
式
論
理
学
で
は
、
同
じ
問
に
対
す
る
こ
の
二
つ
の
答
え
は
矛
盾
し
て
お
り
、
「
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
趙
州

は
、
論
理
学
的
に
、
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
常
識
的
立
場
か
ら
言
っ
て
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
正
統
的
な
大
乗
仏
教
の
存
在
論
に
よ
れ
ば
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
（
す
べ
て
の
存
在
は
無
生
物
も
植
物
も
動
物
も
人
間
も
、
こ
と
ご

と
く
仏
と
し
て
の
本
質
を
も
っ
て
い
る
）
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
四
の
問
答
の
僧
が
抗
義
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
五
の
問
答
で
趙
州
が

答
え
て
い
る
よ
う
に
、
「
犬
に
も
仏
性
か
お
る
」
と
い
う
の
が
正
解
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
四
の
問
答
で
趙
州
が
「
無
」
と
答
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
第
一
の
考
え
方
は
、
質
問
者
の
力
量
や
個
性
や
状
況
に
応
じ
て
、
同
じ
質
問
に
対
し
て
異
な
っ
た
答
を
す
る
と
い
う
、
『
論
語
』

で
の
孔
子
と
弟
子
の
や
り
と
り
に
も
見
ら
れ
る
、
東
洋
的
な
教
育
的
配
慮
に
よ
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
四
の
問
答
の
僧
は
、

と
っ
く
に
、
「
上
は
諸
仏
か
ら
下
は
ア
リ
に
至
る
ま
で
皆
ん
な
仏
性
か
お
る
」
と
い
う
教
典
の
こ
と
ば
を
知
っ
て
い
て
、
あ
え
て
、

「
犬
に
も
仏
性
か
お
り
ま
す
か
」
と
聞
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
趙
州
は
僧
の
予
期
し
て
い
る
「
有
」
と
い
う
答
え
に
反
し
て
、
教

育
的
配
慮
に
よ
っ
て
、
「
無
」
と
答
え
、
そ
の
理
由
を
「
か
れ
（
犬
）
に
業
職
性
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
文
脈
で

は
「
か
れ
」
は
犬
で
は
な
く
、
「
問
う
て
い
る
僧
そ
の
も
の
で
あ
り
、
お
前
さ
ん
」
で
あ
る
。
「
お
前
さ
ん
に
は
業
職
性
か
お
る
か

ら
、
お
前
の
問
に
対
し
て
は
、
大
乗
仏
教
の
公
式
見
解
で
あ
る
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
教
説
に
わ
ざ
と
反
し
て
「
無
」

と
答
え
る
の
だ
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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趙
州
は
こ
の
問
答
に
よ
っ
て
、
正
統
的
仏
教
の
教
説
（
月
を
指
す
指
）
に
と
ら
わ
れ
て
、
仏
陀
の
伝
え
る
悟
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ

（
自
分
の
目
で
直
接
月
を
見
る
こ
と
）
を
怠
っ
て
い
る
僧
の
お
り
方
を
「
業
職
性
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
教
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
見
方
は
、
宋
代
の
禅
者
、
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
年
―
一
二
八
○
年
）
が
そ
の
著
『
無
門
関
』
第
一
則
「
趙
州
狗

子
」
で
と
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
趙
州
は
禅
の
本
質
を
「
有
（
存
在
）
と
無
（
非
存
在
）
の
相
対
的
な
差
別
を
こ
え

た
、
絶
対
的
か
つ
創
造
的
無
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
慧
開
の
こ
の
見
解
か
ら
す
る
と
、
四
の
問
答
の
後
半
、
「
僧
の
反
論
」
と
「
か
れ
に
業
職
性
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
趙
州
の

こ
と
ば
は
不
要
と
な
り
、
現
に
『
無
門
関
』
の
第
一
則
「
趙
州
狗
子
」
で
は
省
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
公
案
は
『
無
門
関
』

以
後
の
禅
の
修
業
の
第
一
歩
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
慧
開
に
よ
っ
て
、
こ
の
公
案
を
透
過
し
た
者
は
「
親
し
く
趙
州
に
見
ゆ
る

の
み
に
非
ず
、
便
ち
歴
代
の
祖
と
手
を
把
っ
て
共
に
行
き
、
眉
毛
あ
い
結
ん
で
、
同
一
眼
に
見
、
同
一
耳
に
聞
く
可
し
…
…
、
関

将
軍
（
関
羽
）
の
大
刀
を
奪
い
得
て
手
に
入
る
が
如
く
、
仏
に
逢
う
て
は
仏
を
殺
し
、
祖
に
逢
う
て
は
祖
を
殺
し
、
生
死
岸
頭
に

於
い
て
大
自
在
を
得
る
」
と
最
大
限
の
評
価
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。

　
「
趙
州
無
字
」
の
こ
の
話
頭
を
、
大
乗
仏
教
の
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
の
存
在
論
と
「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」
の
認
識

論
か
ら
評
価
す
れ
ば
、
以
上
の
二
つ
の
解
釈
は
共
に
成
り
立
つ
も
の
と
な
る
。

　
四
の
問
答
で
は
質
問
者
の
僧
に
対
す
る
教
育
的
配
慮
で
あ
っ
た
も
の
が
『
無
門
関
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
後
半
が
省
か
れ
「
無
」

の
体
験
こ
そ
が
、
禅
の
修
業
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
と
し
用
い
ら
れ
、
五
の
問
答
で
は
、
「
悉
有
仏
性
」

の
公
式
的
見
解
が
「
す
べ
て
の
道
は
長
安
に
通
じ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
で
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
慧
忠
の
「
無
常
説
法
」
か
ら
南
泉
の
「
異
類
中
行
」
へ
、
さ
ら
に
趙
州
の
「
狗
子
仏
性
」
に
つ
い
て
の
、
問
答
か
ら
、

慧
開
の
「
無
字
の
公
案
」
に
至
る
話
頭
の
つ
ら
な
り
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
U
・
P
）
の
表
現
の
、
唐
代

の
禅
か
ら
宋
代
の
禅
へ
の
展
開
と
し
て
、
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
伝
統
は
、
「
日
本
の
禅
」
の
中
で
、
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現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

あ
と
　
が
　
き

　
こ
の
論
文
を
書
く
に
至
っ
た
機
縁
は
、
『
追
手
門
経
済
論
集
』
の
本
号
が
「
藤
原
一
郎
先
生
の
御
退
職
を
記
念
す
る
も
の
と
し

て
編
集
さ
れ
る
の
で
、
学
部
の
ち
が
う
ア
ン
タ
も
書
い
て
く
れ
」
と
編
集
子
、
宇
田
正
先
生
か
ら
依
頼
を
受
け
た
こ
と
に
も
と
づ

　
藤
原
先
生
と
の
出
会
い
は
、
私
か
ア
ジ
ア
学
院
で
の
内
地
留
学
を
終
え
て
帰
任
し
、
大
学
の
空
地
で
自
然
農
法
の
実
験
を
始
め

た
、
｝
九
八
八
年
の
春
で
あ
っ
た
。
私
か
大
学
の
畑
で
作
業
し
て
い
る
と
、
先
生
が
来
ら
れ
て
、
「
あ
の
I
、
私
も
や
り
た
い
ん

で
す
け
ど
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
日
か
ら
、
大
先
薙
で
あ
り
、
原
子
工
学
の
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
研
究
者
で
あ
る
藤
原
先

生
は
、
「
畑
」
に
関
し
て
は
、
若
輩
の
一
社
会
学
徒
に
す
ぎ
な
い
私
の
「
小
作
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
誠
に
楽

し
い
、
「
学
問
や
教
育
を
め
ぐ
っ
て
自
由
に
、
各
々
が
思
う
こ
と
を
言
い
あ
っ
た
り
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
根
本
的
な
差
異

と
、
学
問
と
し
て
の
共
通
性
（
学
問
の
自
由
）
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
を
遠
慮
な
く
で
き
る
論
敵
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
先

生
が
料
理
長
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
春
の
「
野
草
を
食
う
会
」
と
秋
の
「
芋
煮
会
」
や
、
私
の
主
催
す
る
「
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

の
な
い
山
の
中
で
学
生
に
生
き
る
原
点
を
経
験
さ
せ
る
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
で
、
共
に
「
食
寝
遊
而
学
」
を
楽
し
む
間
柄
と
な
っ
た
。

　
本
稿
の
「
量
子
重
力
論
に
関
す
る
記
述
」
は
、
先
生
と
の
対
話
や
、
専
門
家
と
し
て
の
先
生
の
御
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
専
門
外
の
「
宇
宙
の
誕
生
の
量
子
重
力
論
的
考
え
方
や
そ
の
証
拠
」
な
ど
に
つ
い
て
、
疑
問
か
お
る
時
、
い
つ
も
気
が
る
に

質
問
で
き
る
専
門
家
が
身
近
に
い
て
下
さ
る
こ
と
の
恩
恵
は
私
に
と
っ
て
、
誠
に
あ
り
か
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
異
な
る
分
野
の

専
門
研
究
者
が
自
由
に
討
論
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
成
立
つ
、
「
綜
合
大
学
（
ユ
元
バ
ー
シ
テ
ィ
）
」
の
メ
リ
。
卜
を
、
私
は
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ど
享
受
で
き
た
者
は
、
お
そ
ら
く
本
学
に
は
い
ま
い
と
、
秘
か
に
思
っ
て
い
る
。

　
大
部
分
は
、
そ
の
博
識
と
経
験
の
差
に
よ
っ
て
歩
の
悪
い
こ
と
が
多
い
、
言
い
ま
か
し
あ
い
の
論
敵
、
藤
原
一
郎
に
、
私
か
唯

一
、
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
？
　
の
は
、
彼
に
は
「
ジ
ェ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
も
の
が
わ
か
ら
な
い
（
本
人
が
号
つ
言
い
、
外
か
ら

見
て
も
そ
う
見
え
る
）
と
い
う
点
て
あ
っ
た
。
私
は
、
社
会
学
徒
で
あ
る
の
で
、
大
学
で
あ
れ
企
業
で
あ
れ
、
自
然
科
学
の
専
門
家

で
あ
れ
社
会
科
学
者
で
あ
れ
、
人
間
の
世
界
の
大
部
分
が
「
ジ
ェ
ラ
シ
ー
」
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
、
「
自
分
の
属
す
る
社
会
の
中
で
辛
き
目
に
あ
う
こ
と
を
、
そ
れ
な
り
に
避
け
る
ず
る
さ
」
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

藤
原
先
生
は
、
「
ジ
ェ
ラ
シ
ー
が
わ
か
ら
な
い
」
た
め
、
い
つ
も
辛
き
目
に
あ
っ
て
、
好
き
な
授
業
を
取
り
あ
げ
ら
れ
た
り
、
苦

労
の
多
い
損
な
、
役
目
を
わ
り
ふ
ら
れ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
但
し
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
は
、
先
生
が
、
「
辛
き
目
」
に
あ
っ
て
、
「
そ
れ
を
私
に
ボ
ヤ
牛
に
来
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ゲ
ル
こ
と
な
く
、
マ
イ
ペ
ー
ス
を
貫
い
て
、
無
事
停
年
ま
で
、
勤
め
を
続
行
さ
れ
た
こ
と
」
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
機
会
に
、
「
ジ
ェ
ラ
シ
ー
な
ど
と
い
う
陰
湿
な
人
間
の
心
の
あ
り
方
」
を
軽
々
と
乗
り
越
え
る
た
め
に
私
か
先
生
と

話
し
た
話
題
の
一
つ
が
、
「
禅
の
自
由
」
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
や
問
答
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
書
き
も
の
を
本
号
に
提
示
す
る
に
至
っ
た
、
私
の
側
の
理
由
で
あ
る
。
本
稿
で
「
禅
の
無
・
空
と
、
量

子
重
力
論
の
無
・
空
と
の
類
似
」
を
私
は
論
じ
た
わ
け
だ
が
、
今
後
も
、
先
生
が
お
元
気
で
、
「
こ
う
い
う
、
本
質
的
で
あ
る
ひ

ま
話
」
に
、
飲
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
つ
き
あ
っ
て
下
さ
る
も
の
と
、
信
じ
て
い
る
。

注

へ

1

口

へ

2

W

矢
谷
慈
國
『
生
活
世
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
関
学
生
協
出
版
、
一
九
八
九
、
『
賢
治
と
エ
ン
デ
』
、
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
七
。

『
賢
治
と
エ
ン
デ
』
第
一
章
。
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（
3
）
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
の
諸
相
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
多
様
な
立
場
か
ら
の
諸
文
献
が
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。
A
・
プ
ラ
ム
ウ
エ

　
　
ル
／
金
子
務
監
訳
『
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
そ
の
起
源
と
展
開
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
二
年
。
c
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
／
川
本
隆
史
他
訳

　
　
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
産
業
図
書
、
一
九
九
四
年
。
ｗ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
／
星
川
淳
訳
『
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
エ
コ
ロ
ジ
ー
』

　
　
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
。
J
・
リ
フ
キ
ン
／
星
川
淳
訳
『
地
球
意
識
革
命
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
三
年
。
J
・
E
・
ラ
ヴ
ロ
ッ

　
　
ク
／
星
川
淳
訳
『
地
球
生
命
圏
』
工
作
社
、
一
九
八
四
年
。
L
・
E
・
ジ
ョ
セ
フ
／
竹
内
均
監
訳
『
ガ
イ
ア
』
T
B
s
ブ
リ
タ
ニ
カ
、

　
　
一
九
九
三
年
。
飯
島
伸
子
『
環
境
社
会
学
の
す
す
め
』
丸
善
、
一
九
九
五
年
。
安
田
喜
憲
『
森
林
の
荒
廃
と
文
明
の
盛
衰
』
思
索
社
、

　
　
一
九
八
八
年
。

　
　
　
私
自
身
が
、
西
欧
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
を
「
新
し
い
u
・
P
の
一
形
態
」
と
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
、
文
献
と
し
て
は
、
拙
稿

　
　
「
食
う
こ
と
、
生
き
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
I
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
世
界
観
と
食
と
農
の
教
育
－
」
吉
田
正
、
中
嶋
昌
佃
、
矢
谷
慈
國

　
　
編
著
『
学
び
の
人
間
学
』
晃
洋
書
房
、
一
九
九
八
、
を
参
照
の
こ
と
。
そ
の
中
で
私
は
、
「
非
西
欧
世
界
に
お
け
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
世

　
　
界
観
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
必
要
と
す
る
の
で
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
一
部
を
本
稿
で
取
り
扱
う
こ
と
に

　
　
な
っ
た
。

（
4
）
　
「
天
地
万
物
一
体
同
根
」
『
荘
子
』
内
篇
、
斉
物
論
に
「
天
地
は
一
指
、
万
物
は
一
馬
」
と
あ
る
。

　
　
　
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
『
涅
槃
経
』
に
説
く
。
こ
の
解
釈
は
宗
派
に
よ
っ
て
異
な
る
。
法
相
宗
で
は
、
仏
性
を
も
た
な
い
で
成
仏
で

　
　
き
な
い
者
か
お
る
と
し
、
天
台
、
華
厳
両
宗
で
は
悉
有
仏
性
説
に
立
つ
が
、
草
木
国
土
な
ど
の
無
情
の
も
の
に
も
仏
性
を
認
め
る
の
は

　
　
前
者
で
あ
り
、
後
者
で
は
認
め
な
い
。
禅
宗
で
は
仏
性
を
仏
と
な
り
う
る
可
能
性
（
種
子
）
と
み
る
よ
り
も
、
仏
そ
の
も
の
と
見
る
。

　
　
　
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
『
大
方
等
無
草
経
』
に
典
拠
を
も
ち
、
『
往
生
要
集
』
『
妻
鏡
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
、
「
能
」
の
諸
作
品
の
重

　
　
要
な
思
想
的
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）
　
社
会
学
の
立
場
か
ら
そ
の
よ
う
な
努
力
を
行
っ
た
業
績
と
し
て
は
、
蔵
内
数
太
『
蔵
内
数
太
著
作
集
一
～
五
』
関
学
生
協
出
版
、
一

　
　
九
七
八
－
一
九
八
四
年
が
あ
る
。
現
象
学
の
立
場
か
ら
の
業
績
と
し
て
は
、
チ
ョ
ウ
ー
カ
ー
キ
ョ
ン
グ
『
意
識
と
自
然
』
法
政
大
学
出

　
　
版
会
、
一
九
九
四
が
あ
る
。

（
6
）
　
柳
田
聖
山
訳
『
大
乗
仏
典
1
3
　
祖
堂
集
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
、
『
高
麗
大
蔵
経
』
第
四
十
五
、
補
辿
1
1
、
東
國
大
學
校
詳
脛

　
　
院
、
一
九
七
六
、
二
三
三
頁
か
ら
三
六
一
頁
に
「
祖
堂
集
の
原
本
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
原
本
か
ら
漢
文
の
テ
キ
ス
ト

　
　
を
取
り
、
矢
谷
の
訳
を
つ
け
た
。
そ
の
際
、
柳
田
聖
山
訳
や
そ
の
訳
注
に
、
門
外
漢
で
あ
る
私
は
大
い
に
助
け
ら
れ
た
が
、
私
独
自
の

　
　
解
釈
も
あ
る
の
で
、
あ
え
て
自
ら
の
観
点
で
「
矢
谷
訳
」
を
試
み
た
。
問
答
の
時
制
を
、
す
べ
て
現
在
形
で
訳
し
た
の
は
、
禅
の
や
り
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と
り
を
よ
り
「
こ
こ
、
い
ま
」
の
出
合
い
と
し
て
伝
え
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
（
　
）
の
部
分
は
矢
谷
の
解
釈
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

（
7
）
　
南
陽
の
張
流
と
い
う
の
は
、
南
陽
（
地
名
）
に
住
む
張
浪
と
い
う
者
、
と
言
う
こ
と
で
、
柳
田
氏
は
不
明
と
注
し
て
い
る
。

（
8
）
　
慧
忠
国
師
は
、
南
陽
の
白
崖
山
（
今
日
の
河
南
省
映
県
の
東
南
、
順
洋
川
の
上
流
に
当
る
）
に
住
し
た
の
で
、
南
陽
慧
忠
と
よ
ば
れ

　
　
る
。
（
柳
田
注
よ
り
）

（
9
）
　
『
般
若
心
経
』

（
1
0
）
　
「
三
界
唯
心
、
万
法
唯
識
」
。
こ
の
ま
ま
の
句
が
、
経
典
に
あ
る
わ
け
で
な
い
が
、
唐
代
以
後
、
成
句
と
し
て
流
行
す
る
。
も
と
づ
く

　
　
処
は
『
成
唯
識
論
』
に
次
の
よ
う
に
い
う
の
に
よ
る
。
「
契
経
に
説
け
る
が
如
し
、
三
界
は
唯
心
な
り
、
所
縁
は
唯
だ
識
の
所
現
な
る

　
　
の
み
」
。
柳
田
訳
の
訳
注
（
三
九
一
頁
）
。

（
H
）
　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
に
お
い
て
は
、
「
意
識
は
常
に
何
も
の
か
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
り
、
何
も
の
に
つ
い
て
で
も
な
い
よ
う
な

　
　
意
識
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
。
意
識
が
対
象
に
向
っ
て
、
知
覚
や
思
考
や
行
為
な
ど
の
形
で
働
く
志
向
作
用
を
ノ
エ
シ
ス
と
よ

　
　
び
、
働
き
が
志
し
向
う
対
象
を
志
向
対
象
、
ノ
エ
マ
と
よ
ぶ
。
現
象
学
的
意
識
分
析
は
デ
カ
ル
ト
以
来
の
、
主
観
、
客
観
の
二
元
論
を

　
　
克
服
す
る
た
め
に
、
常
に
ノ
エ
シ
ス
と
ノ
エ
マ
を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。
例
え
ば
見
る
と
い
う
ノ
エ
シ
ス
に
対
し
て
は
、

　
　
見
ら
れ
た
対
象
と
い
う
ノ
エ
マ
が
、
数
学
的
推
論
を
す
る
と
い
う
ノ
エ
シ
ス
に
対
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
る
数
式
と
い
う
ノ
エ
マ
が
対

　
　
応
し
て
分
析
さ
れ
る
。
拙
著
『
生
活
世
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
一
六
二
－
一
六
四
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
「
禅
の
十
牛
図
」
の
第
八
、
人
牛
倶
忘
は
、
仏
教
的
な
、
無
、
空
の
悟
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
、
あ
ら
ゆ
る
エ
ゴ
の
先
入
見
や
好
悪
が

　
　
な
く
な
っ
た
主
体
の
側
の
心
の
状
態
（
ノ
エ
シ
ス
）
を
、
空
円
相
で
表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
心
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
対
象
世
界
（
ノ

　
　
エ
マ
）
を
、
第
九
、
返
本
還
元
の
、
花
は
紅
、
柳
は
緑
、
流
水
飛
鳥
を
あ
り
の
ま
N
に
示
し
た
図
で
表
現
し
て
い
る
。
拙
著
『
生
活
世

　
　
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
一
一
〇
－
一
一
四
頁
。

（
1
3
）
　
意
識
が
自
ら
を
対
象
化
す
る
こ
と
を
反
省
と
よ
ぶ
。
シ
ュ
ッ
ツ
は
「
意
味
」
を
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
内
的
時
間
意
識
の
現
象
学
を
ふ
ま

　
　
え
て
、
生
き
ら
れ
た
時
間
（
内
的
持
続
）
と
反
省
さ
れ
た
時
間
の
対
比
か
ら
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
「
意
味
と
は
、
自
我
が
自

　
　
ら
の
経
験
を
把
握
し
た
り
、
自
ら
の
経
験
に
対
し
て
態
度
を
と
っ
た
り
す
る
特
別
の
し
方
の
こ
と
で
あ
り
、
思
考
（
反
省
的
注
意
の
働

　
　
き
）
と
生
活
（
内
的
持
続
）
の
間
の
緊
張
を
前
提
と
し
て
い
る
。
反
省
的
注
意
を
自
ら
の
経
験
に
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ

　
　
た
過
去
の
経
験
の
み
が
、
私
に
と
っ
て
現
象
的
で
述
語
的
な
経
験
で
あ
り
、
意
味
的
な
経
験
と
な
る
。
」
拙
著
、
九
－
十
二
頁
。
ま
た

　
　
私
は
、
反
省
の
無
限
後
退
可
能
性
に
つ
い
て
、
意
識
（
S
）
が
自
ら
を
対
象
化
す
る
こ
と
な
く
端
的
に
対
象
（
O
）
に
向
っ
て
生
き
る

　
　
状
態
と
、
意
識
が
自
ら
を
対
象
化
す
る
反
省
の
状
態
を
（
S
↓
O
）
反
省
ゼ
ロ
と
。
S
（
S
↓
O
）
反
省
一
と
い
う
記
号
で
表
現
し
、
反
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省
し
て
い
る
自
己
を
さ
ら
に
対
象
化
し
て
反
省
す
る
状
態
を
ぐ
↓
几
S
↓
（
S
↓
〇
）
〉
反
省
二
と
表
現
し
た
。
拙
著
、
二
三
二
頁
。

（
1
4
）
　
E
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
『
人
間
』
宮
城
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
、
が
こ
の
定
義
を
し
て
い
る
。
記
号
と
象
徴
の
差
異
に
つ
い
て

　
　
は
、
S
・
ラ
ン
ガ
ー
『
シ
ン
ボ
ル
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
に
よ
る
。
（
第
二
図
参
照
）

（
1
5
）
　
拙
著
、
5
－
1
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
の
多
層
性
に
つ
い
て
田

（
1
6
）
　
仏
教
的
な
因
果
応
報
の
思
想
に
は
、
輪
廻
か
ら
自
由
に
な
れ
な
い
人
間
の
「
業
（
カ
ル
マ
）
」
と
い
う
考
え
方
か
お
り
、
キ
リ
ス
ト

　
　
教
の
思
想
の
中
に
は
、
人
間
と
い
う
存
在
自
体
が
、
神
へ
の
反
逆
を
内
蔵
し
て
い
る
、
「
原
罪
」
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
人
間
観
が

　
　
あ
る
。

　
　
　
エ
ゴ
か
ら
自
由
に
な
れ
な
い
人
間
が
、
エ
ゴ
の
心
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
す
べ
て
業
の
刻
印
を
も
ち
、
原
罪
の
絡
印
を
帯
び
て
い
る
。

　
　
自
然
の
中
の
動
物
の
行
動
に
は
、
そ
う
い
う
ま
が
い
も
の
は
な
い
。
彼
ら
は
業
も
原
罪
も
も
た
な
い
。
業
か
ら
解
放
さ
れ
る
道
を
シ
ャ

　
　
カ
は
エ
ゴ
を
無
化
す
る
悟
り
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
。
エ
ゴ
か
ら
自
由
に
な
っ
て
生
き
る
人
間
の
す
べ
て
の
ふ
る
ま
い
は
、

　
　
業
の
跡
を
残
さ
な
い
も
の
と
な
る
。

　
　
　
「
イ
エ
ス
は
、
神
の
子
で
あ
る
自
ら
が
人
間
の
罪
を
あ
が
な
う
犠
牲
の
小
羊
と
な
っ
て
十
字
架
に
か
か
っ
て
死
ぬ
こ
と
（
エ
ゴ
の
無

　
　
化
）
に
よ
っ
て
人
間
の
も
つ
原
罪
を
清
算
し
、
神
へ
の
従
順
と
愛
を
示
す
と
共
に
、
神
の
人
間
に
対
す
る
絶
対
的
な
愛
を
示
し
た
。
神

　
　
の
子
キ
リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
の
死
、
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
神
の
愛
を
信
じ
て
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
は
、
も
は
や
エ
ゴ
の
立
場
の
み
に

　
　
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
ら
に
示
さ
れ
た
神
の
愛
へ
の
応
答
と
し
て
の
他
の
人
間
へ
の
愛
を
示
す
生
き
方
が
要
請
さ
れ
る
。

（
1
7
）
　
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
を
、
す
べ
て
の
存
在
（
無
情
も
有
情
も
人
間
も
）
は
、
「
仏
と
な
る
可
能
性
（
種
子
）
が
あ
る
。
」
と
読
む
こ
と

　
　
は
、
禅
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ま
ち
が
い
で
あ
っ
て
、
「
仏
と
し
て
の
本
質
を
持
っ
て
い
る
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
注
（
4
）
参
照
。

　
　
道
元
は
そ
れ
を
よ
り
徹
底
さ
せ
て
「
悉
有
は
仏
性
な
り
」
と
読
む
。

（
1
8
）
　
「
わ
た
し
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
と
、
そ
の
こ
と
ば
に
対
応
す
る
「
わ
た
し
と
い
う
も
の
」
が
、
そ
れ
自
体
で
実
体
と
し
て
存
在

　
　
す
る
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
考
え
方
を
、
実
体
論
的
立
場
と
よ
ぶ
。
そ
れ
に
対
比
さ
れ
る
考
え
方
は
、
『
「
わ
れ
」
と
い
う
場
合
、
必

　
　
ず
、
「
わ
れ
I
な
ん
じ
」
に
お
け
る
「
わ
れ
」
か
、
「
わ
れ
I
そ
れ
」
に
お
け
る
「
わ
れ
」
か
の
い
ず
れ
か
を
示
し
、
単
な
る
「
わ
れ
」

　
　
と
い
う
も
の
は
存
在
し
え
な
い
。
』
と
い
う
、
ブ
ー
バ
ー
の
関
係
存
在
と
し
て
の
人
間
観
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
論
的
存
在
論
に

　
　
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
実
体
化
を
排
し
て
、
人
間
と
自
然
、
個
人
と
社
会
、
精
神
と
身
体
を
見
て
い
け
ば
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
世
界
観
と
な

　
　
る
し
、
私
の
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。
「
色
即
是
空
・
空
即
是
色
」
や
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う

　
　
仏
教
的
存
在
論
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
論
的
思
考
の
徹
底
か
ら
で
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
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（
1
9
）
　
矢
谷
慈
國
「
宇
宙
・
地
球
・
人
間
」
『
追
手
門
経
済
論
集
』
第
二
七
巻
一
号
、
一
九
九
二
。
こ
于
田
正
先
生
環
暦
記
念
号
）

（
2
0
）
　
松
井
孝
典
、
西
村
純
監
修
、
N
H
K
取
材
班
編
『
N
H
K
銀
河
宇
宙
オ
デ
ッ
セ
イ
・
別
巻
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
宇
宙
が
わ
か
る
デ
ー
タ

　
　
ブ
ッ
ク
』
　
一
九
九
一
。

（
2
1
）
　
『
ニ
ュ
ー
ト
ン
別
冊
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
宇
宙
』
一
九
九
〇
年
一
〇
月
。

（
2
2
）
　
F
・
カ
プ
ラ
『
タ
オ
自
然
学
』
工
作
社
、
一
九
七
七
。

（
2
3
）
　
四
弘
誓
願
（
菩
薩
が
起
す
四
つ
の
広
大
な
誓
願
）
の
第
一
。
以
下
、
煩
悩
無
尽
誓
願
断
、
法
門
無
量
誓
願
学
、
仏
道
無
上
誓
願
成
と

　
　
続
く
。
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
典
拠
が
あ
る
。

（
2
4
）
　
シ
ャ
カ
の
死
後
仏
教
教
団
に
、
個
人
の
悟
り
を
重
視
し
、
僧
院
で
の
修
業
を
重
視
す
る
上
座
部
と
、
僧
侶
だ
け
で
な
く
一
般
庶
民
を

　
　
含
め
た
、
す
べ
て
の
人
間
の
救
済
に
重
点
を
お
く
大
衆
部
の
分
裂
が
起
り
、
前
者
が
、
イ
ン
ド
か
ら
主
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、

　
　
ビ
ル
マ
へ
と
伝
え
ら
れ
、
小
乗
仏
教
、
テ
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
と
よ
ば
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
2
5
）
　
大
乗
仏
教
の
大
乗
と
は
、
大
き
な
乗
り
物
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
大
衆
部
の
す
べ
て
の
人
問
の
救
済
と
い
う
理
念
に
発
し
て
、
中
国
、

　
　
朝
鮮
、
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
、
独
自
の
展
開
を
と
げ
る
に
至
っ
た
仏
教
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
は
、
衆
生
、
声

　
　
聞
、
緑
覚
、
菩
薩
、
仏
が
悟
り
へ
の
階
梯
の
下
か
ら
上
の
段
階
と
し
て
区
別
さ
れ
、
小
乗
仏
教
は
、
声
聞
乗
と
さ
れ
、
そ
の
境
位
が
、

　
　
菩
薩
や
仏
の
境
位
よ
り
低
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
声
聞
は
、
『
広
辞
苑
』
で
は
、
「
仏
の
音
声
を
聞
い
て
悟
る
人
。
そ
の
遺
教
に
よ
っ

　
　
て
、
四
諦
の
理
を
観
じ
、
三
生
六
十
劫
の
修
業
を
へ
て
阿
羅
漢
果
を
得
る
仏
弟
子
。
個
人
的
解
脱
を
目
的
と
す
る
故
に
、
大
乗
の
立
場

　
　
か
ら
は
小
乗
と
さ
れ
る
。
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
仏
の
悟
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
は
、
言
葉
や
文
字
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
の
経
典
や
教
説
は
そ
れ
を
示
す
方
便
、

　
　
手
が
か
り
に
す
ぎ
ず
、
自
ら
の
体
験
の
中
で
体
得
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
典
や
教
説
を
頭
で
理
解
し
暗
記
し
、

　
　
他
人
に
そ
れ
を
と
う
と
う
と
説
明
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
「
仏
の
生
き
た
リ
ア
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
」
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
人

　
　
間
は
、
仏
と
し
て
の
本
質
を
元
々
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
、
世
俗
的
な
既
成
観
念
や
先
入
見
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

　
　
る
。
衆
生
で
あ
る
自
分
が
本
来
、
仏
と
同
じ
本
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
を
自
ら
の
体
験
の
中
で
把
握
し
さ
え
す
れ

　
　
ば
、
自
分
は
仏
と
同
じ
存
在
と
な
る
（
頓
悟
）
。
そ
の
気
づ
き
の
体
験
が
「
悟
り
」
で
あ
っ
て
、
経
典
の
文
字
を
い
く
ら
頭
で
理
解
し

　
　
た
り
、
暗
記
し
た
り
し
て
も
、
「
悟
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
は
何
の
関
係
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
不
立
文
字
（
文
字
の
上
に
立
だ
な
い
）

　
　
と
い
う
禅
の
立
場
は
、
「
悟
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
生
き
生
き
と
し
た
体
験
そ
の
も
の
の
上
に
立
つ
」
と
い
う
お
り
方
を
、
徹
底
し
た
形

　
　
で
示
す
も
の
で
あ
る
。
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（
一
一
一
一
）
　
悟
り
の
完
成
の
た
め
に
修
業
す
る
人
。
個
人
と
し
て
の
自
分
の
救
済
を
第
一
に
求
め
る
、
小
乗
の
声
聞
と
対
比
し
て
、
大
乗
の
修
業

　
　
者
を
言
う
。
自
ら
仏
道
を
追
求
し
、
他
人
を
も
ま
た
救
済
し
、
悟
ら
せ
る
者
。
さ
ら
に
、
悟
り
を
得
て
、
す
で
に
仏
（
目
ざ
め
た
る
者
、

　
　
覚
者
）
と
な
り
う
る
の
に
、
あ
え
て
、
衆
生
の
迷
い
の
境
位
に
と
ど
ま
り
、
人
々
の
救
済
の
た
め
に
活
動
す
る
者
。
普
賢
菩
薩
は
、
そ

　
　
の
よ
う
な
慈
悲
の
実
践
者
を
代
表
し
、
文
殊
菩
薩
は
悟
り
に
至
る
般
若
の
智
恵
を
代
表
す
る
。
こ
の
二
人
の
菩
薩
は
、
仏
の
慈
悲
の
実

　
　
践
と
悟
り
の
知
恵
を
代
表
し
て
、
そ
の
左
右
に
侍
す
る
仏
弟
子
と
さ
れ
る
。

（
2
9
）
　
拙
稿
「
体
験
に
お
け
る
社
会
と
文
化
の
問
題
－
体
験
我
と
認
識
我
－
」
拙
著
1
0
－
附
録
、
　
1
宇
宙
・
地
球
・
人
間
」
第
3
章

　
　
（
前
掲
）
。

（
3
0
）
　
拙
著
『
賢
治
と
エ
ン
デ
』
序
と
結
。

（
3
1
）
　
拙
稿
「
ボ
ク
は
な
ん
で
社
会
学
徒
と
な
っ
た
か
」
仲
村
祥
一
編
『
現
代
的
自
己
の
社
会
学
』
現
代
思
想
社
、
一
九
九
一
年
所
収
。
拙

　
　
著
『
生
活
世
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
「
あ
と
が
き
」
参
照
。

（
3
2
）
　
禅
の
十
牛
図
に
閥
し
て
は
、
鈴
木
大
拙
『
禅
の
＋
牛
図
』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
二
年
。
上
田
閑
照
、
柳
田
聖
山
『
禅
の
十
牛
図

　
　
－
自
己
の
現
象
学
－
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
。
バ
グ
ワ
ン
ー
シ
ュ
リ
、
ラ
ジ
ネ
ー
シ
『
究
極
の
旅
』
星
川
淳
訳
、
め
る
く

　
　
ま
I
る
社
、
一
九
七
八
。
拙
著
『
生
活
世
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
一
一
〇
－
一
一
頁
、
参
照
。

（
3
3
）
　
西
谷
啓
治
、
柳
田
聖
山
編
『
禅
家
語
録
I
、
世
界
古
典
文
学
全
集
3
6
A
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
所
収
。

（
3
4
）
　
ム
チ
（
鞭
）
と
ロ
ー
プ
（
崇
）
は
、
十
牛
図
の
第
四
、
得
牛
、
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ジ
ネ
ー
シ
は
、
覚
瞳
と
統
制
と
解
す
る
。

　
　
拙
稿
、
前
出
参
照
。

（
3
5
）
　
代
理
現
前
に
関
し
て
は
拙
著
『
生
活
世
界
と
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
』
三
九
頁
参
照
。

（
3
6
）
　
定
盤
星
と
は
、
天
び
ん
ば
か
り
の
真
中
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
星
印
の
こ
と
。
そ
の
星
印
の
よ
う
に
、
あ
る
教
説
や
こ
と
ば
が
固
定
化
、

　
　
形
骸
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
。
『
祖
堂
集
』
柳
田
聖
山
氏
の
注
参
照
。

（
3
7
）
　
『
臨
済
録
』
岩
波
文
庫
。

（
3
8
）
　
業
識
と
は
、
輪
廻
と
い
う
宿
業
の
因
に
よ
っ
て
感
得
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
意
識
作
用
、
不
覚
妄
想
心
、
の
こ
と

　
　
で
、
凡
夫
の
心
を
い
う
。
『
起
信
論
』
の
い
う
五
意
の
第
一
。

（
3
9
）
　
『
無
門
閥
』
西
村
恵
信
訳
注
　
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
二
年
九
月
二
六
日
受
理
）
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